
『
落
穂
集
」
南
部
家
杢
の
翻
刻
と
解
題

要
旨
近
世
初
中
期
の
江
戸
雅
文
壇
の
歌
会
資
料
に
つ
い
て
は
『
文
翰
雑
編
』
（
山
本
通
春
撰
。
寛
文
三
Ｉ
元
緑
十
を
収
録
）
が
活
字
化
さ

れ
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
諸
藩
の
江
戸
藩
邸
で
記
録
さ
れ
て
い
た
詩
歌
会
資
料
を
綜
合
的
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

水
戸
藩
『
文
苑
雑
纂
』
（
慶
安
四
ｌ
元
禄
十
三
ｌ
安
永
八
）
、
仙
台
藩
「
公
武
詩
歌
聞
書
」
（
元
禄
十
六
ｌ
寛
延
）
な
ど
の
資
料
が
そ
れ
で
、

本
稿
で
紹
介
・
翻
刻
す
る
盛
岡
南
部
藩
『
落
穂
集
』
も
そ
う
し
た
記
録
の
中
か
ら
の
七
ヶ
度
（
元
禄
元
’
六
）
の
詩
歌
会
の
抄
出
資
料
で
あ

る
。
南
部
家
江
戸
藩
邸
（
桜
田
邸
、
八
戸
藩
麻
布
邸
）
、
知
足
院
、
金
地
院
を
「
場
」
と
し
た
、
将
軍
綱
吉
文
化
圏
の
南
部
重
信
と
そ
の
一

族
、
毛
利
綱
元
、
知
足
院
隆
光
、
金
地
院
崇
寛
、
林
大
学
頭
、
ま
た
専
門
歌
人
の
清
水
宗
川
、
岡
本
道
寿
（
宗
好
男
）
ら
の
詠
作
活
動
の
情
況

を
う
か
が
う
こ
と
と
し
た
い
。

ｌ
元
緑
期
江
戸
雅
文
壇
資
料
紹
介
Ｉ

松
野
陽
一
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『
公
武
詩
歌
聞
書
』
乙
本
伊
達
文
庫
本

（
１
）

な
ど
が
あ
り
、
『
落
穂
集
』
も
こ
れ
ら
一
群
の
資
料
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
文
翰
雑
編
』
正
編
二
十
冊
、
付
録
五
冊
は
「
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
」
八
冊
（
昭
和
弱
ｌ
開
臨
川
書
店
）
に
活
字
化
さ
れ
て
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
野
龍
夫
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
編
者
は
山
本
通
春
。
正
編
は
「
寛
文
三
年
二
六
六
三
か
ら
元
禄
十

年
（
一
六
九
七
）
ま
で
の
足
か
け
三
十
五
年
に
わ
た
っ
て
、
編
者
山
本
通
春
が
、
ゑ
ず
か
ら
出
席
し
た
歌
会
、
詩
会
の
作
品
は
も
と
よ
り
、

出
席
し
て
い
な
い
会
の
作
品
や
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
詠
草
ま
で
も
広
く
集
め
編
纂
し
た
も
の
」
と
い
う
。
解
説
の
通
り
お
お
む
ね
作
品
の

成
立
年
次
順
の
編
年
体
の
配
列
だ
が
、
後
に
入
手
し
た
古
い
詠
草
資
料
を
そ
の
年
次
の
と
こ
ろ
へ
編
入
し
た
り
し
て
部
分
的
な
乱
れ
が
生

近
世
堂
上
派
和
歌
に
つ
い
て
は
、
こ
の
と
こ
ろ
よ
う
や
く
鍬
の
入
れ
ら
れ
始
め
る
気
運
に
あ
る
が
、
こ
と
地
域
と
し
て
の
「
江
戸
」
の

歌
壇
資
料
と
な
る
と
ま
だ
主
要
資
料
の
紹
介
・
翻
刻
が
必
要
と
さ
れ
る
研
究
段
階
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
十
余
年

来
調
査
・
収
集
し
て
き
た
資
料
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
歌
会
資
料
・
撰
集
・
家
集
・
歌
学
書
な
ど
、
順
次
紹
介
し
て
ゆ
く
こ

と
と
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
歌
会
資
料
か
ら
、
南
部
家
の
江
戸
上
屋
敷
で
あ
っ
た
桜
田
邸
を
中
心
と
し
て
貞
享
・
元
緑
年
間
に
催
さ
れ
た

詩
歌
会
の
記
録
で
あ
る
『
落
穂
集
』
（
外
題
『
貞
享
落
穂
集
』
）
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

『
文
苑
雑
纂
』
内
閣
本
・
彰
考
館
本
・
狩
野
文
庫
本

『
公
武
詩
歌
聞
書
」
甲
本
伊
達
文
庫
本

『
文
翰
雑
編
』
書
陵
部
本

近
世
初
期
の
江
戸
雅
文
壇
の
資
料
と
し
て
は

一
諸
藩
江
戸
藩
邸
の
詩
歌
会
記
録
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じ
て
い
る
。
通
春
の
父
は
松
永
貞
徳
・
木
下
長
輔
子
の
弟
子
で
あ
っ
た
山
本
春
正
。
寛
文
四
、
五
年
の
頃
（
後
記
す
る
如
く
『
文
苑
雑

纂
』
に
拠
っ
て
承
応
ま
で
そ
の
時
期
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
）
に
水
戸
家
か
ら
招
か
れ
て
江
戸
に
下
り
、
清
水
宗
川
、
岡
本
宗
好

ら
と
共
に
江
戸
歌
壇
で
活
躍
し
、
『
正
木
の
か
つ
ら
』
の
撰
に
か
か
わ
っ
て
天
和
二
年
（
一
六
八
三
に
没
し
て
い
る
。
通
春
は
恐
ら
く
父

の
縁
で
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
頃
に
江
戸
に
下
り
、
貞
享
三
年
二
六
八
六
）
頃
ま
で
滞
在
し
、
そ
の
後
は
京
都
に
戻
っ
て
元
緑
十
五
年

（
一
七
○
三
に
没
し
た
こ
と
が
日
野
氏
に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
文
翰
雑
編
』
は
、
寛
文
２
貞
享
期
の
江
戸
歌
壇
と
そ

の
後
元
緑
十
年
ま
で
の
京
都
歌
壇
を
主
と
し
た
、
山
本
通
春
の
個
人
の
眼
を
通
し
た
も
の
を
中
心
に
し
た
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
資

料
性
の
高
さ
は
日
野
氏
の
解
題
の
説
く
所
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
文
苑
雑
纂
』
『
公
武
詩
歌
聞
書
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
水
戸
徳
川
藩
、

仙
台
伊
達
藩
の
、
い
わ
ば
公
的
な
公
武
の
詩
歌
会
の
記
録
で
あ
る
。

『
文
苑
雑
纂
』
は
、
彰
考
館
本
六
十
六
冊
が
原
本
。
同
館
目
録
に
「
彰
考
館
員
撰
」
と
あ
る
が
、
同
本
に
は
序
・
奥
書
の
類
は
一
切
な

く
、
目
録
編
纂
者
に
よ
る
認
定
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
公
武
の
詩
文
・
和
歌
・
連
歌
・
連
句
・
記
・
論
等
を
編
年
順
に
記
録
し
た
も
の
で
、

慶
安
辛
卯
（
四
年
）
か
ら
安
永
八
年
に
及
ぶ
。
も
っ
と
も
、
第
三
十
五
冊
（
貞
享
四
年
丁
卯
）
ま
で
が
厳
密
に
編
年
体
で
一
年
一
冊
の
原
則

が
う
か
が
え
る
（
途
中
若
干
の
年
次
順
の
異
同
は
あ
る
）
が
、
元
緑
に
入
る
と
や
入
内
容
に
混
乱
が
見
ら
れ
、
そ
れ
で
も
第
五
十
九
冊

完
緑
十
三
年
庚
辰
）
ま
で
は
何
と
か
年
次
順
が
守
ら
れ
る
の
に
対
し
、
第
六
十
冊
は
「
菊
詩
編
序
」
で
一
冊
を
占
め
、
第
六
十
一
冊
２
六

十
五
冊
は
宝
永
ｌ
安
永
の
作
が
飛
び
ｌ
、
に
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
態
な
の
で
、
『
目
録
』
に
「
元
緑
年
代
」
と
あ
る
よ
う
に
、
礎
稿
は

元
緑
末
年
頃
の
編
纂
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
最
終
巻
第
六
十
六
冊
は
、
巻
五
２
十
九
（
明
暦
二
２
寛
文
十
二
の
巻
別
作
者
目
録
で
あ

る
。
宝
永
以
降
の
作
は
編
纂
作
業
の
一
応
の
終
了
後
の
補
足
部
分
と
推
定
さ
れ
る
。

内
閣
文
庫
本
二
十
冊
は
右
原
本
か
ら
詩
文
を
除
き
和
歌
・
和
文
の
み
を
抄
出
し
た
抜
書
本
で
あ
る
が
、
巻
－
２
十
二
が
慶
安
四
２
元
除

十
一
年
の
江
戸
藩
邸
（
仙
洞
公
家
衆
の
も
の
も
含
む
）
の
分
、
巻
十
三
２
二
十
が
元
緑
二
２
同
十
三
年
の
国
元
常
陽
の
分
と
い
う
構
成
で
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っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
即
ち

甲
本
ｌ
元
緑
・
宝
永
・
正
徳
・
享
保

乙
本
ｌ
享
保
・
元
文
・
寛
保
・
延
享
・
寛
延

と
い
っ
た
歌
群
構
成
で
、
両
本
に
重
複
歌
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
来
は
一
連
の
編
年
歌
群
資
料
を
ま
と
め
て
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
配
列
は
年
次
順
と
い
う
点
で
は
厳
密
で
な
く
、
特
に
甲
本
部
分
で
の
前
後
の
乱
れ
甚
し
く
、
ま
入
寛
永
年
時

等
の
古
詠
の
混
入
も
認
め
ら
れ
る
。
大
半
が
伊
達
五
代
藩
主
吉
村
の
治
世
期
完
緑
十
六
ｌ
宝
暦
元
）
の
作
で
あ
り
、
吉
村
近
辺
で
集
成
し

た
詩
歌
稿
の
仮
整
理
段
階
（
詞
害
の
表
記
な
ど
、
編
纂
者
の
視
点
か
ら
の
統
一
し
た
記
述
で
な
く
、
個
別
の
資
料
毎
に
異
な
っ
て
い
る
の

で
、
歌
稿
の
表
記
が
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
仮
整
理
の
段
階
に
あ
る
と
考
え
る
）
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
伊
達
家
の
江
戸
藩
邸
で
の
詩
歌

会
を
中
心
に
、
若
干
国
元
仙
台
で
の
作
を
含
み
、
公
家
の
詩
歌
会
の
記
録
に
も
か
な
り
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
伊
達
藩
関
係
者
が
直
接
か

か
わ
ら
な
い
歌
会
資
料
な
ど
入
手
し
て
収
録
し
て
い
る
点
に
、
「
聞
書
」
と
題
さ
れ
る
所
以
が
あ
ろ
う
。

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
原
本
が
元
緑
十
三
年
頃
ま
で
で
ま
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
よ
う
。
な
お
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
二
冊
も

和
歌
和
文
の
み
の
抄
出
本
。
慶
安
か
ら
延
宝
四
年
ま
で
の
も
の
だ
が
、
巻
末
に
や
上
不
自
然
さ
が
あ
り
、
残
欠
本
と
考
え
て
お
く
。

『
文
苑
雑
纂
』
は
こ
の
よ
う
に
水
戸
藩
に
よ
る
初
期
雅
文
壇
の
（
十
七
世
紀
後
半
五
十
年
間
の
）
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
水
戸
家
に
関

係
の
深
い
『
文
翰
雑
編
』
と
重
な
ら
な
い
作
品
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
光
圀
に
招
か
れ
た
山
本
春
正
、
清
水
宗
川
、
岡
本
宗
好
ら

の
江
戸
歌
壇
参
入
の
時
期
が
承
応
頃
ま
で
遡
る
こ
と
が
こ
の
『
文
苑
雑
纂
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
小
高
敏
郎
氏
『
近
世
初
期
文
壇
の
研

究
』
の
所
説
を
補
訂
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
『
公
武
詩
歌
聞
書
』
は
、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
の
孤
本
で
、
現
状
は
同
名
二
本
（
九
二
、
二
六
八
の
三
冊
写
本
八
仮

に
甲
本
と
名
付
る
Ｖ
。
九
二
・
二
六
四
の
三
冊
写
本
Ａ
同
じ
く
乙
本
Ｖ
）
の
形
態
で
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
全
体
で
一
本
で
あ
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『
貞
享
落
穂
集
』
は
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
の
袋
綴
一
冊
本
で
、
表
紙
は
縦
二
七
・
九
唖
横
一
八
・
六
期
枯
葉
色
漉
き
目
の
紙
表

穂

紙
。
左
肩
の
銀
箔
を
散
ら
し
た
題
篭
に
、
「
貞
享
落
葉
集
」
と
外
題
す
る
。
内
題
は
扉
中
央
に
「
落
穂
集
源
鳳
扇
」
と
あ
り
、
編
者
源

鳳
扇
（
南
部
利
謹
）
の
命
名
と
推
定
さ
れ
る
。
本
文
料
紙
は
猪
紙
で
、
墨
付
三
十
五
丁
、
後
に
遊
紙
一
丁
。
二
丁
分
の
序
は
八
行
書
き
、

本
文
は
一
面
十
一
行
書
き
。
詩
（
全
て
七
言
絶
句
）
は
句
毎
の
分
ち
書
き
を
せ
ず
二
行
に
書
き
、
歌
は
一
行
、
題
は
詩
歌
共
に
二
字
分
下

り
。
作
者
名
は
題
の
行
に
下
記
。
南
部
家
一
族
と
林
大
学
頭
、
金
地
院
崇
寛
と
知
足
院
隆
光
の
二
僧
は
家
臣
ら
よ
り
二
字
上
り
で
記
し
て

い
る
。
詩
は
借
書
体
、
歌
は
行
書
体
で
精
写
（
版
行
の
た
め
の
版
下
の
如
き
印
象
）
さ
れ
て
い
る
。

奥
書
は
な
く
、
序
の
記
さ
れ
た
安
永
乙
未
二
月
丁
酉
が
、
序
の
筆
者
南
部
利
謹
の
自
筆
と
（
花
押
か
ら
）
認
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
本
の
書
写
年
時
と
推
定
さ
れ
る
。
乙
未
は
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
で
あ
る
。
利
謹
（
と
し
の
り
）
は
南
部
家
十
代
藩
主
利
雄
（
と
し
か
っ
）

の
嫡
男
。
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
生
れ
。
十
六
歳
の
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
二
従
五
位
下
信
濃
守

に
叙
任
さ
れ
、
藩
主
を
継
ぐ
準
備
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
病
に
よ
っ
て
安
永
三
年
十
一
月
十
八
日
嫡
を
辞
し
、
叔
父
に
当
る
利

『
文
苑
雑
纂
』
に
比
す
と
、
同
書
収
録
詩
歌
の
詠
作
年
時
の
下
限
に
ほ
ぼ
接
続
し
、
そ
の
後
の
（
十
八
世
紀
前
半
の
）
約
五
十
年
間
の

作
を
収
載
し
て
お
り
、
堂
上
派
和
歌
の
江
戸
歌
壇
で
の
定
着
の
時
期
に
当
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
関
西
圏
で
修
学
後
、
東
下
す

る
者
の
多
か
っ
た
時
期
の
後
を
う
け
て
、
当
初
か
ら
江
戸
で
育
っ
て
指
導
者
と
な
っ
た
麻
布
長
幸
寺
僧
亨
弁
の
作
が
か
な
り
多
く
入
集
し

て
い
る
（
拙
著
羅
炉
雌
枇
派
習
古
庵
亨
辨
著
作
集
』
未
所
収
）
点
な
ど
、
江
戸
武
家
歌
壇
の
解
明
に
役
立
つ
所
の
大
き
い
資
料
で
あ
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る
『
貞
享
落
穂
集
』
も
右
に
叙
べ
て
き
た
諸
藩
江
戸
藩
邸
で
の
記
録
同
様
、
盛
岡
南
部
藩
邸
の
記
録
か
ら
の
、
貞
享
五

（
元
緑
元
）
２
元
緑
五
の
七
ヶ
度
の
抄
出
資
料
集
で
あ
る
。
後
記
す
る
如
く
清
水
宗
川
の
活
動
な
ど
に
問
題
点
の
見
出
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

二
『
貞
享
落
穂
集
」
の
書
誌
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正
が
後
嗣
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
書
『
貞
享
落
穂
集
』
は
廃
嫡
直
後
の
春
に
序
が
記
さ
れ
、
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
序
冒
頭
の
「
思
は
ず
も
深
山
の
お
く
の
す
ま
ゐ
し
て
、
く
も
ゐ
の
月
を
よ
そ
に
見
ん
は
か
た
じ
け
な
く
も
叶
え
ざ
せ
給
ふ
」
は
そ
の

間
の
事
情
を
朧
化
し
た
表
現
で
物
語
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
政
務
か
ら
離
れ
、
「
和
歌
の
家
」
と
利
謹
が
籍
晦
表
現
で
記
す
南
部

家
伝
来
の
記
録
か
ら
、
「
あ
や
し
の
筥
の
そ
こ
よ
り
此
集
を
な
ん
ひ
ろ
ひ
、
（
中
略
）
友
ど
ち
の
力
を
得
て
、
つ
ゐ
に
集
を
な
す
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
家
臣
の
手
に
よ
っ
て
本
文
の
清
書
を
せ
し
め
、
自
ら
序
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

印
記
は
序
の
末
尾
（
第
二
丁
裏
）
、
利
謹
の
花
押
に
重
ね
て
①
「
鳳
扇
」
の
朱
二
行
方
印
（
二
・
八
ｍ
×
二
・
六
聖
、
扉
紙
表
中
央
下
部

に
②
「
柳
岳
」
の
朱
陰
刻
一
行
長
方
印
（
三
・
三
ｍ
×
一
・
五
咽
そ
の
下
に
③
「
滕
邦
弼
印
」
朱
陰
刻
二
行
方
印
（
三
・
六
ｍ
×
三
・
七

四
、
扉
裏
右
上
部
に
④
「
南
部
家
／
図
書
」
朱
二
行
方
印
三
・
六
ｍ
×
三
・
六
四
の
四
種
が
あ
る
。
①
は
成
稿
直
後
の
も
の
、
②
③

は
装
訂
後
、
保
管
の
段
階
に
入
っ
て
の
も
の
、
④
は
明
治
期
の
南
部
家
本
整
理
の
段
階
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

表
紙
右
下
隈
に
ラ
ヴ
ェ
ル
「
文
学
、
詩
文
、
歌
集
」
「
剛
・
１
」
が
貼
符
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
南
部
家
関
係
書
の
仮
目
録
の
分
類

番
号
で
あ
る
。

本
書
に
は
貼
紙
が
非
常
に
多
い
。
第
別
丁
オ
に
貼
ら
れ
た
も
の
を
除
く
と
全
て
袋
綴
の
内
側
に
貼
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
全
て
本
文

に
一
旦
書
写
さ
れ
た
字
を
削
っ
て
紙
粉
で
埋
め
、
訂
正
し
て
重
ね
字
を
し
た
個
所
や
、
本
文
解
釈
上
疑
義
の
あ
る
個
所
に
対
応
し
て
い

◎

る
。
即
ち
、
清
書
本
文
の
校
訂
に
関
し
て
の
貼
紙
な
の
で
あ
る
。
和
歌
の
場
合
は
か
な
づ
か
い
の
異
同
が
主
で
、
「
う
つ
る
は
い
」
（
加
丁

ゥ
行
信
歌
）
の
如
く
訂
正
個
所
の
右
傍
に
朱
○
印
を
記
す
。
ま
た
、
「
山
の
端
に
は
の
上
字
不
入
歎
」
毎
丁
オ
貞
矩
歌
）
の
如
く
慣
用
表
記

か
ら
の
用
字
の
選
定
な
ど
で
あ
る
が
、
貼
紙
に
は
訂
正
前
の
本
文
を
示
さ
ず
、
訂
正
後
の
用
字
個
所
を
示
し
た
り
、
未
訂
正
の
ま
ま
疑
義

を
記
す
に
と
ど
ま
り
、
結
果
と
し
て
貼
紙
本
文
と
本
文
と
は
同
文
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
後
掲
の
翻
刻
本
文
で
は
そ
の
個
所
を
特
に
指
摘

す
る
処
置
を
と
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
①
貞
享
五
年
桜
田
館
詩
歌
会
の
作
者
表
記
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
、
八
詩
Ｖ
の
小
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

田
持
朝
・
杉
田
正
謎
、
八
歌
Ｖ
の
到
岸
・
阿
部
立
順
の
四
人
の
「
校
合
」
に
よ
る
も
の
と
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
四
人
は
①

の
会
に
出
席
し
た
の
で
は
な
く
、
①
２
⑦
の
全
体
を
校
合
し
た
、
安
永
三
年
末
２
四
年
初
頭
の
作
業
に
関
連
し
て
表
記
さ
れ
た
も
の
と
、

未
勘
の
ま
上
一
応
、
推
定
し
て
お
く
。

④
貞
享
五
年
六
月
十
九
日
、
桜

題
蝉
声
暮
送
、
水
辺
納

③
元
緑
二
年
九
日
晦
日
（
桜
田

題
菊
久
盛
、
庭
紅
葉
、

⑧
元
緑
二
年
十
月
五
日
知
足

題
時
雨
、
落
葉
、
冬
祝

本
書
に
収
録
さ
れ
た
詩
歌
会
は
次
の
七
種
で
あ
る
。

④
貞
享
五
年
六
月
十
九
日
、
桜
田
館

題
蝉
声
暮
送
、
水
辺
納
涼
、
松
有
歓
声
、
夏
菊

③
元
緑
二
年
九
日
晦
日
（
桜
田
館
）
当
座

題
菊
久
盛
、
庭
紅
葉
、
寄
鶴
祝

⑧
元
緑
二
年
十
月
五
日
知
足
院
通
題
・
当
座

㈹
元
緑
二
年
十
月
二
十
七
日
金
地
院
仲
西
堂

題
竹
契
暹
年
以
下
歌
人
毎
に
二
種
異
題
（
例
、
隆
光
雪
中
残
雁
、
樵
路
日
暮
）

⑤
元
緑
二
年
十
二
月
十
三
日
麻
布
邸

題
寄
世
祝
、
以
下
歌
人
詩
人
毎
に
異
題
（
例
、
行
信
寒
月
、
以
和
海
辺
雪
…
…
）

㈹
元
禄
三
年
六
月
二
日
桜
田
館

題
雨
後
夏
月
以
下
歌
人
詩
人
毎
に
異
題
（
例
林
学
士
連
峯
霞
、
貞
矩
余
寒
月
）

二

内

容

－161－



歌
題
の
面
か
ら
見
る
と
⑥
を
除
く
全
て
に
「
祝
賀
」
題
が
含
ま
れ
て
お
り
、
⑥
も
「
雨
後
夏
月
」
の
共
通
題
の
他
は
四
季
・
雑
の
組
題

（
二
九
題
し
か
現
存
し
な
い
が
、
清
水
宗
川
の
一
首
が
欠
け
て
お
り
、
本
来
は
三
十
題
三
十
首
の
構
成
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
）

と
な
っ
て
お
り
、
全
体
に
あ
ら
た
ま
っ
た
性
質
の
詩
歌
で
あ
る
の
で
、
南
部
家
関
係
の
詩
歌
会
の
う
ち
か
ら
、
晴
儀
性
の
濃
い
会
を
抄
出

し
て
一
書
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
歌
題
に
関
し
て
は
、
後
掲
の
出
詠
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
の
諸
点
が
問
題
と
な
る

が
、
そ
の
原
因
を
推
察
し
て
お
く
。
④
で
は
「
夏
菊
」
だ
け
が
結
題
で
な
く
、
安
節
・
通
信
の
作
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
結
題
三

題
の
兼
題
の
会
で
、
「
夏
菊
」
は
当
座
題
だ
っ
た
も
の
。
二
首
の
欠
脱
は
当
日
欠
席
し
た
か
、
清
書
者
の
誤
脱
か
不
明
。
⑧
で
は
安
節
・

以
和
の
作
の
欠
脱
は
、
政
包
の
作
者
名
誤
脱
と
同
じ
理
由
か
。
④
の
白
水
の
「
竹
契
通
年
」
の
共
通
題
の
み
出
詠
で
他
の
二
題
の
作
の
見

え
ぬ
の
は
、
①
同
様
に
兼
題
だ
け
詠
ん
で
当
座
に
出
席
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
㈲
の
安
節
と
宗
川
の
作
の
欠
脱
は
先
述
し
た
組
題

の
可
能
性
か
ら
清
書
者
の
誤
脱
か
と
も
思
わ
れ
る
。
⑦
で
実
信
の
「
朽
雪
」
「
竹
雪
」
「
歳
暮
」
の
兼
題
が
欠
け
、
宗
川
が
各
二
首
ず
つ
詠

合
、
重
信
男
（
行
信
弟
）
の
政
信

に
お
け
る
菩
提
寺
で
あ
っ
た
。

⑦
元
緑
五
年
十
二
月
二
十
二
日
桜
田
館

兼
題
松
雪
、
竹
雪
、
歳
暮
、
通
題
寄
国
祝
と
各
人
毎
異
る
恋
題
（
例
待
恋
、
祈
恋
、
逢
恋
、
近
恋
…
…
）

即
ち
、
①
③
⑥
例
は
盛
岡
南
部
家
の
江
戸
上
屋
敷
の
桜
田
邸
、
㈲
は
八
戸
南
部
家
の
麻
布
市
兵
衛
町
の
上
屋
敷
、
⑧
の
知
足
院
は
も
と

湯
島
に
あ
っ
て
将
軍
綱
吉
の
尊
信
を
う
け
た
隆
光
が
住
持
し
た
が
、
元
緑
八
年
神
田
門
外
に
移
し
て
護
持
院
と
改
め
た
。
南
部
直
政
が
将

軍
綱
吉
側
近
完
緑
元
年
補
側
衆
）
で
あ
っ
た
縁
で
隆
光
住
持
の
知
足
院
で
の
詩
歌
会
が
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
金
地
院
は
、
家
康

に
重
用
さ
れ
た
崇
伝
が
天
和
四
年
開
い
た
芝
の
臨
済
宗
の
寺
で
そ
の
門
流
の
崇
寛
と
南
部
家
の
交
友
関
係
で
選
ば
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
な
お
、
詩
の
仲
西
堂
元
令
、
元
云
も
金
地
院
僧
で
あ
る
。
南
部
家
で
は
藩
主
の
場
合
は
盛
岡
に
葬
ら
れ
る
が
、
そ
の
近
親
者
の
場

合
、
重
信
男
（
行
信
弟
）
の
政
信
・
勝
信
と
そ
の
後
喬
、
行
信
男
の
実
信
、
八
戸
南
部
家
二
代
直
政
は
金
地
院
を
葬
地
と
し
て
い
る
。
江
戸
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

（1）
貞桜

言田
●

6屋
●

19敷

『
落
穂
集
」
出
詠
表
○
Ⅱ
出
詠
。
◎
Ⅱ
同
題
で
二
首
。
×
Ⅱ
会
に
出
席
し
な
が
ら
作
品
を
欠
く
。
△
Ⅱ
詩
人
で
歌
を
出
し
て
い
る
も
の
。

□
Ⅱ
作
者
名
欠
。

詩
歌
会

恒
田
屋
藪

ル
禄
２
．
９
．
海

腰
匡
」
冨
堅
罫
認

恒
田
屋
藪

心
『
諺
へ
向
く
Ｊ
●
命
令
Ｊ
●
、
〃
〕

蝉
声
水
辺
松
有

夏

裡束甲

契
邇
律

畝
人
毎

哩
異
題

一
人
毎
異
顯

十
一
副

埋畝後

異人夏
題毎日

題
送
暮
納
涼
歓
声菊

＜詩人＞

南部直政(浩然）

林大学(弘文院）

金地院崇寛(聴雪）

仲西堂元令(元沖）

釈元云

下村笑疑

根城安節

○○○'○○'○○○'○雲○'○○○'○○○○
○○○'○○○'○○○'○○○○

○○○○

○○'○○○'○○○'○○○'○○○○

○○○○

○○○○

×○○○gggl○○'○○○|o○○|ggg
＜歌人＞

南部重信

〃行信

〃通信

〃実信

毛利綱元

知足院隆光

清水宗川

村田長庵(以

三浦可春

中野正仲

惟子政包

日戸貞矩

白水

道定

○○○○

×○○○

○○○'○○○'○○○'○○○○

○○'○○'○○○'○○○'○○○'○○○○

○○○○

○○○○

和）

山田長堅

岡本道寿

植山検校梅枝
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詩寄歳竹松
歌
人
毎
異

国

題祝暮雪雪

Ｃ
Ｃ
○
○
○
○
○
○
○
○

○○×××

○○◎。◎

○○○○○

○○○○○

○○○○○

○○○○○

○○○○○

○○○○○



な
お
、
⑥
に
出
詠
し
て
い
る
毛
利
綱
元
（
長
府
藩
第
三
代
藩
主
）
は
貞
享
元
緑
期
の
大
名
歌
人
と
し
て
名
が
あ
る
が
、
南
部
家
と
の
姻
戚

関
係
に
あ
る
の
で
併
せ
記
し
て
お
く
。

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

諸
人
も
猶
あ
ふ
く
ら
し
こ
の
殿
の
千
世
の
初
の
年
の
く
れ
と
て

末
遠
き
千
年
も
さ
ぞ
な
暮
毎
の
け
ふ
の
祝
や
た
め
し
な
る
ら
む

の
如
き
祝
祷
性
を
備
え
た
歌
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
信
の
叙
任
祝
賀
の
会
で
あ
っ
た
故
に
、
実
信
は
詠
ま
ず
、
一
座
の
長
老
歌
人
の

宗
川
が
歌
数
を
揃
え
た
（
実
信
の
代
作
の
意
を
含
む
か
）
も
の
か
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
全
体
の
祝
賀
性
の
強
い
傾
向
は
、
抄
出
主
体
の
南
部
利
謹
の
廃
嫡
直
後
の
暗
い
現
実
と
深
い
（
裏
返
し
の
）
関
係
を
有
っ
て
い
る

出
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
会
張
行
の
四
日
前
に
実
信
が
従
五
位
下
隼
人
正
に
叙
任
し
て
い
る
こ
と
、
宗
川
の
「
歳
暮
」
題
が
題
の
本
意
か

ら
は
異
例
な

－

信
直
ｌ
利
直
１
重
直
Ｉ

次
に
人
的
構
成
の
面
か
ら
見
て
お
き
た
い
。
本
書
の
性
質
上
、
南
部
家
の
人
々
が
多
い
。

（
盛
岡
）。
。
。
Ｏ

△
△

一
重
信
Ｈ
灘
合
議
ｌ
利
幹
ｌ
利
視
ｌ
利
雄
ｌ
利
謹

（
南
部
家
系
図
）
○
印
出
詠
者

（
八
戸
）
。
。
ど
。
。

ｌ
直
房
ｌ
直
政
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
通
信

（
浩
然
）

－

（
序
者
）
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る答
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’
１
直
房
。
。直政

即
ち
、
⑥
で
は
姻
戚
関
係
に
よ
る
客
人
と
し
て
出
詠
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
元
緑
初
年
当
時
、
江
戸
歌
壇
で
活
動
し
て
い

た
武
家
歌
人
で
は
田
村
宗
永
（
一
関
藩
圭
や
堀
田
一
輝
ら
が
知
ら
れ
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
水
戸
家
の
関
係
で
清
水
宗
川
・
岡
本
宗

好
・
山
本
春
正
ら
が
撰
じ
た
『
正
木
の
か
づ
ら
』
に
は
そ
の
作
が
見
ら
れ
る
が
、
南
部
重
信
は
九
首
、
毛
利
綱
元
も
二
首
入
集
し
て
い

る
。
重
信
は
中
院
通
茂
門
。
元
禄
五
年
（
一
七
九
三
六
月
二
十
七
日
七
十
七
歳
で
致
仕
、
嫡
男
行
信
に
家
督
を
譲
っ
て
い
る
。
⑦
は
そ
の

直
後
の
年
末
の
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
三
種
の
家
集
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
部
立
の
あ
る
『
重
信
公
家
集
』
（
慶
応
本
・
盛
岡
市
中
央
公

民
館
本
）
に
こ
の
『
落
穂
集
」
の
重
信
歌
は
朱
注
を
含
め
る
と
全
て
入
集
し
て
い
る
。
毛
利
綱
元
の
文
芸
事
跡
に
つ
い
て
は
渡
辺
憲
司
氏

の
「
毛
利
綱
元
文
芸
関
係
略
譜
」
（
日
本
文
学
研
究
躯
、
昭
田
。
Ⅱ
）
に
詳
し
い
が
、
日
野
弘
資
門
で
、
前
記
田
村
宗
永
と
親
し
く
、
宗
永
・

綱
元
が
六
百
番
歌
合
判
詞
に
つ
い
て
弘
資
に
質
問
し
、
弘
資
が
答
え
る
形
で
成
立
し
て
い
っ
た
『
日
野
弘
資
卿
和
歌
之
答
』
（
「
元
建
弘

答
」
な
ど
多
く
の
書
名
が
あ
る
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
⑥
に
出
詠
し
た
事
情
は
前
述
の
如
く
推
測
し
た
が
、
元
緑
三
年
四
十
一
歳
で
あ

行
信
は
南
部
藩
主
を
襲
封
し
た
元
藤
元
年
（
⑦
の
会
の
折
）
五
十
一
歳
。
『
行
信
公
家
集
』
（
盛
岡
市
中
央
公
民
館
・
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）

光
広
ｌ
ｌ
ｈ
蝿
一
元〒

南
部。
。
。
Ｏ

Ｊ
Ｉ
重
信
１
行
信

毛
利
。
。

ニーーーニーニ

」｜
女 。

○
実
信

’
一

ノ
ー
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一
冊
が
あ
る
。
八
戸
藩
主
の
直
政
は
将
軍
綱
吉
の
側
用
人
と
な
っ
た
元
緑
元
年
（
①
の
会
）
が
二
十
八
歳
。
通
信
は
襲
封
は
元
祗
十
二
年
な

の
で
①
に
出
詠
し
た
同
元
年
は
ま
だ
本
家
に
居
り
、
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
な
お
、
実
信
が
⑦
に
出
詠
し
た
の
も
十
七
歳
、
前
記
の
如

く
叙
任
の
祝
い
の
折
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

大
名
家
以
外
の
人
物
で
作
者
表
記
上
同
列
に
扱
わ
れ
て
敬
意
を
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
林
信
篤
（
弘
文
院
学
士
、
後
大
学
頭
）
、
金
地
院
崇

寛
（
聴
雪
、
知
足
院
隆
光
の
三
人
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
将
軍
綱
吉
の
側
近
で
、
そ
の
寵
を
背
景
に
、
専
門
分
野
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
・
文
事
に
幅
広
く
活
躍
し
た
の
は
周
知
の
と

こ
ろ
で
あ
る
。
林
信
篤
は
、
将
軍
侍
講
と
し
て
の
功
で
貞
享
四
年
二
月
四
十
四
歳
の
折
に
弘
文
院
学
士
の
号
を
賜
り
、
法
印
に
叙
さ
れ
て

い
る
。
①
は
そ
の
翌
年
の
会
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
作
者
表
記
も
正
確
に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
元
緑
四
年
正
月
四
十
八

歳
の
時
、
昌
平
坂
の
聖
堂
造
営
の
成
功
で
、
従
五
位
下
に
叙
し
大
学
頭
を
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
『
諸
家
譜
乞
。
⑨
⑥
㈱
側
の
出
詠
は
丁

度
そ
の
間
の
こ
と
で
あ
り
、
信
篤
の
最
も
充
実
し
た
時
期
の
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
金
地
院
崇
寛
に
つ
い
て
は
同
院
仲
西
堂

（
２
）

福
源
元
令
・
元
云
と
と
も
に
調
査
が
行
き
と
ど
い
て
い
な
い
の
で
省
略
す
る
。
な
お
金
地
院
は
城
内
で
は
知
足
院
と
大
略
同
格
で
対
、
も

し
く
は
護
国
寺
と
三
ヶ
寺
で
勤
務
し
て
い
た
（
『
隆
光
僧
正
日
記
』
故
実
帳
）
。

（
３
）

知
足
院
隆
光
は
将
軍
綱
吉
の
護
持
僧
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
が
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
の
生
れ
、
幼
時
唐
招
提
寺
に
入
り
、
次

い
で
豊
山
長
谷
寺
に
登
り
、
亮
汰
に
師
事
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
同
寺
内
六
坊
の
一
つ
慈
心
院
住
持
と
な
っ
た
。
同
三
年
、
将
軍
家
か

ら
の
命
で
筑
波
山
知
足
院
住
持
と
な
り
、
江
戸
の
知
足
院
別
院
に
入
っ
て
、
同
年
権
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
、
知

足
院
を
護
持
院
の
称
号
に
改
め
、
独
立
の
院
室
と
し
、
大
僧
正
に
昇
叙
し
て
一
派
の
僧
録
職
と
し
た
（
隆
光
僧
正
日
記
）
。
㈹
１
⑥
に
出
詠

し
た
の
は
四
十
五
２
七
歳
、
知
足
院
住
職
権
僧
正
の
時
に
当
る
。
『
隆
光
僧
正
日
記
」
を
見
る
と
、
将
軍
綱
吉
の
元
緑
期
に
お
け
る
観
能
、

（
Ａ
坐
）

詩
歌
会
、
連
歌
会
な
ど
文
事
へ
の
関
心
の
旺
盛
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
隆
光
は
そ
の
定
連
で
、
城
内
や
白
山
御
殿
の
会
に
詩
歌
を
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（
６
）

人
一
首
』

の
項
に
、

（
５
）

詠
出
し
て
い
る
。
大
名
と
の
交
遊
で
も
、
毛
利
綱
元
・
細
川
綱
利
・
牧
野
成
元
ら
と
の
詩
歌
の
贈
答
を
し
て
い
る
。
南
部
家
の
会
（
こ
こ

で
は
和
歌
の
象
だ
が
）
も
そ
れ
に
並
ぶ
事
跡
な
の
で
あ
っ
た
。

詩
人
の
下
村
実
疑
は
、
『
文
藻
諸
芸
人
名
録
』
（
盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
。
南
部
藩
の
詩
・
歌
・
俳
人
、
学
者
の
人
名
録
。
明
治
初
年

成
。
写
四
冊
）
に
よ
る
と
、
元
京
極
高
国
の
家
臣
。
丹
後
宮
津
城
主
京
極
高
国
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
そ
の
父
高
広
に
よ
る
不
幸
無
道

の
愁
訴
に
よ
り
所
領
没
収
、
南
部
重
信
に
預
け
ら
れ
、
盛
岡
流
請
の
身
と
な
っ
た
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
）
が
、
そ
の
折
に
同
道
。
延
宝

三
年
（
一
六
七
五
）
高
国
没
後
、
南
部
家
の
臣
と
な
っ
た
。
元
緑
四
年
十
月
十
六
日
没
。
名
は
由
章
。
号
暗
室
、
宜
平
、
活
水
。
作
品
に
高

国
流
請
の
際
の
江
戸
Ｉ
盛
岡
の
旅
行
記
『
盛
岡
紀
行
』
写
一
冊
（
盛
岡
中
央
公
民
館
杢
、
『
南
部
記
録
註
解
抄
』
写
一
冊
（
伊
東
酢
清
補
。
元

文
四
戊
。
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）
が
あ
る
。
南
部
家
に
仕
え
て
か
ら
は
江
戸
詰
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
墓
所
長
松
院
。

根
城
安
節
は
姓
か
ら
推
し
て
八
戸
南
部
家
々
臣
と
思
わ
れ
る
が
不
詳
。
下
村
契
疑
（
『
盛
岡
紀
行
』
中
に
若
干
の
詩
が
見
え
る
）
と
も

ど
も
他
の
詩
業
に
つ
い
て
の
資
料
を
見
出
し
得
て
い
な
い
。

歌
人
で
は
、
清
水
宗
川
、
村
田
長
庵
（
以
和
）
、
三
浦
可
春
、
中
野
正
仲
ら
の
定
連
と
、
岡
本
道
寿
、
植
山
検
校
梅
枝
芝
）
が
、
他
で

の
歌
壇
活
動
も
知
ら
れ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
清
水
宗
川
は
慶
長
十
九
年
の
生
れ
、
元
緑
十
年
二
六
九
七
）
十
月
二
十
日
没
。
八
十
四

歳
。
飛
鳥
井
雅
章
、
松
永
貞
徳
、
木
下
長
嚥
子
に
学
び
、
承
応
頃
江
戸
に
下
っ
て
水
戸
家
に
仕
え
、
山
本
春
正
、
岡
本
宗
好
ら
と
江
戸
歌

壇
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
。
春
正
と
の
『
正
木
の
か
つ
ら
』
の
撰
が
あ
る
。
こ
の
南
部
家
歌
壇
で
も
長
老
格
と
し
て
遇
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
④
２
⑦
の
全
て
に
出
詠
し
て
い
る
。
村
田
長
庵
以
和
は
『
正
木
の
か
つ
ら
』
に
七
首
、
跡
部
良
隆
撰
の
『
近
代
和
歌
一

（
虞
Ｕ
）
◎

人
一
首
』
と
植
山
梅
之
撰
『
歌
林
尾
花
末
』
（
元
禄
十
六
年
刊
）
に
二
首
入
集
。
三
浦
可
春
は
、
『
文
藻
諸
芸
人
名
録
』
の
「
国
学
歌
春
」

三
浦
圓
治
、
高
貞
、
宝
永
二
年
二
月
君
命
に
て
江
戸
に
於
て
見
坊
勇
と
共
に
歌
書
を
撰
す
、
同
四
年
成
り
て
之
れ
を
奉
す
、
重
信
公
大
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と
あ
る
人
物
と
同
一
人
と
見
ら
れ
る
。
『
歌
林
尾
花
末
』
に
九
首
、
坂
静
山
撰
『
和
歌
継
塵
集
』
（
宝
永
七
年
刊
）
に
三
首
、
同
静
山
撰
『
和

歌
山
下
水
』
（
享
保
十
七
年
刊
）
に
一
首
入
集
。
京
都
歌
壇
と
江
戸
歌
壇
を
往
復
し
て
活
動
し
て
い
た
渡
辺
友
益
（
梅
香
庵
春
之
。
地
下
六
人
之

内
）
と
そ
の
門
弟
中
野
等
和
（
杉
目
庵
泳
之
）
と
可
春
は
親
し
く
（
継
塵
集
・
山
下
水
）
、
元
緑
・
宝
永
期
に
か
な
り
幅
広
い
活
動
範
囲
を
も

っ
て
い
た
、
南
部
家
家
臣
の
江
戸
歌
人
で
あ
っ
た
。
中
野
新
左
衛
門
正
仲
は
①
２
⑦
皆
出
席
の
定
連
で
あ
る
が
、
他
の
事
跡
不
詳
。
あ
る

（
７
）

い
は
、
延
宝
七
年
四
月
十
日
京
都
東
山
で
催
さ
れ
た
山
本
春
正
七
十
賀
会
に
出
詠
し
て
い
る
中
野
太
左
衛
門
正
幸
と
の
縁
故
が
あ
ろ
う

か
。
後
考
を
待
つ
。
岡
本
道
寿
は
、
刈
谷
本
『
一
人
一
首
』
に
「
宗
好
男
」
の
注
記
を
も
つ
。
『
歌
林
尾
花
末
』
に
三
首
、
『
新
歌
さ
ざ
れ

石
』
『
和
歌
山
下
水
』
に
各
一
首
入
集
。
父
宗
好
の
没
年
が
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
、
そ
の
跡
を
つ
い
で
清
水
宗
川
の
周
辺
で
活
動
の
場

を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
南
部
家
と
の
縁
で
は
、
南
部
重
信
の
三
種
の
家
集
の
中
の
一
集
「
南
部
重
信
家
集
』
（
八
戸
市
立
図
書
館
本

八
南
一
五
’
四
五
四
Ｖ
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
本
の
書
名
は
『
詠
百
首
和
歌
』
。
両
本
の
内
容
は
歌
の
出
入
り
に
や
上
異
同
が
あ
る
）
を

八
南
一
五
’
四
五
四
Ｖ
・
盛
開

撰
進
し
て
い
る
。
そ
の
識
語
に

右
和
歌
者
源
重
信
朝
臣
之
芳
詠
也
。
多
年
於
詫
唾
銅
本
人
々
因
子
成
於
月
次
之
会
有
。
拾
此
玉
葉
分
四
季
作
一
帖
畢
。
為
酬
彼
朝
臣
之

深
恩
、
今
又
書
写
而
奉
納
御
廟
所
聖
寿
寺
者
也

元
緑
十
五
年
壬
午
八
月
廿
九
日
岡
本
道
寿
拝

と
あ
り
、
重
信
の
恩
顧
を
蒙
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
重
信
は
元
緑
十
五
年
六
月
十
八
日
に
没
し
て
お
り
、
そ
の
直
後
の
識
語
で
あ

り
、
追
善
の
意
を
こ
め
た
撰
集
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

植
山
検
校
梅
枝
（
江
民
軒
梅
之
）
は
『
歌
林
尾
花
末
』
完
禄
十
二
’
十
五
撰
歌
、
十
六
年
刊
）
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
、
同
集
に
は
南
部
家

一
族
、
家
臣
の
入
集
歌
が
多
い
（
重
信
二
十
九
首
、
行
信
二
首
、
通
信
一
首
八
②
の
「
蝉
声
送
暮
」
が
入
る
Ｖ
、
勝
信
一
首
、
重
信
家
。

に
之
れ
を
重
ん
じ
た
り
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行
信
家
女
子
五
人
な
ど
）
の
も
関
係
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
同
集
に
は
道
定
も
「
藤
枝
宮
内
南
部
住
」
と
注
記
し
て
六
首
入
集
し

て
い
る
。
他
の
惟
子
政
包
、
日
戸
貞
矩
、
山
田
長
堅
も
未
確
認
な
が
ら
、
南
部
家
々
臣
の
可
能
性
が
高
い
。
白
水
は
金
地
院
関
係
者
で
あ

こ
の
他
、
①
に
は
八
詩
Ｖ
の
方
に
、
小
田
持
朝
（
江
都
家
士
）
、
杉
田
正
謎
（
同
）
、
八
歌
Ｖ
の
方
に
、
到
岸
（
東
叡
山
僧
）
、
阿
部
立
順

（
盛
岡
医
員
）
の
名
が
「
校
合
」
と
し
て
上
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
如
く
、
『
落
穂
集
』
に
は
「
貼
紙
」
が
多
く
袋
綴
各
紙
の
内
側
に
糊
付

さ
れ
て
い
る
。
漢
詩
は
多
く
の
場
合
表
現
典
拠
か
ら
の
用
字
の
考
証
。
和
歌
は
仮
字
づ
か
い
の
訂
正
等
で
あ
る
。
清
書
本
の
校
正
点
検
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
業
に
関
わ
っ
た
の
が
こ
の
四
人
（
恐
ら
く
の
の
み
で
な
く
例
ま
で
の
全
て
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
履
歴

の
詳
細
を
知
り
得
な
い
。
①
の
貞
享
五
年
の
時
点
の
作
業
で
は
な
く
、
『
落
穂
集
』
の
ま
と
め
ら
れ
た
、
安
永
三
年
末
２
四
年
初
頭
の
作

業
で
、
そ
の
頃
の
人
物
と
想
定
し
て
お
く
。

て
い
る
。

込
○

デ
つ
〆
匂
ダ
ム
〃

以
上
、
人
的
構
成
は
、
南
部
藩
主
家
の
人
々
と
姻
戚
の
毛
利
綱
元
の
、
大
名
ク
ラ
ス
の
グ
ル
ー
プ
。
林
大
学
頭
と
金
地
院
の
諸
僧
、
知

足
院
隆
光
ら
、
別
格
扱
い
の
客
人
グ
ル
ー
プ
、
清
水
宗
川
、
植
山
梅
之
、
岡
本
道
寿
ら
、
歌
壇
の
指
導
者
格
の
専
門
歌
人
グ
ル
ー
プ
、
下

村
実
疑
、
三
浦
可
春
ら
の
実
力
者
を
含
め
て
の
、
南
部
家
々
臣
の
詩
歌
人
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た
色
分
け
が
で
き
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
最

後
の
グ
ル
ー
プ
を
除
く
と
、
綱
吉
時
代
の
他
大
名
家
に
お
け
る
詩
歌
会
に
も
出
詠
す
る
常
連
の
顔
振
れ
で
あ
り
、
狭
い
南
部
家
内
の
私
的

な
催
し
に
と
国
ま
ら
ぬ
性
格
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
元
緑
期
江
戸
雅
文
壇
の
会
の
典
型
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
和
歌
史
的
関
心
か
ら
は
、
専
門
歌
人
の
宗
川
、
道
寿
、
梅
之
ら
の
活
動
か
特
に
定
連
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
宗
川
の
作
品
群
が
注
目

さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
南
部
重
信
・
毛
利
綱
元
・
隆
光
僧
正
ら
将
軍
綱
吉
周
辺
の
文
事
に
携
わ
っ
た
人
々
の
具
体
的
な
詠
作
活
動
、
従
来
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
下
村
笑
疑
・
三
浦
可
春
・
村
田
以
和
ら
の
作
品
世
界
も
吟
味
の
対
象
に
さ
れ
て
行
く
こ
と
と
な
ろ
う
。
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翻
刻
に
当
っ
て
、
序
は
読
解
の
便
宜
の
た
め
に
句
読
点
、
濁
点
を
付
し
た
が
、
詩
歌
会
本
文
は
前
述
の
如
く
清
書
さ
れ
て
い
る
の
で
、

字
配
り
、
漢
字
の
用
字
を
そ
の
ま
上
と
し
、
和
歌
の
変
体
仮
名
の
み
平
仮
名
と
し
て
濁
点
は
付
さ
な
か
っ
た
。
便
宜
の
た
め
、
各
詩
歌
会

に
②
２
例
の
タ
イ
ト
ル
番
号
、
詩
歌
に
会
毎
の
一
連
番
号
を
付
し
た
。

翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
盛
岡
市
中
央
公
民
館
と
そ
の
関
係
者
の
方
々
に
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
元
年
度
科
学
研
究
助
成
費

二
般
研
究
Ｃ
）
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
抄
出
さ
れ
た
元
緑
初
年
の
七
種
の
詩
歌
会
は
、
前
記
の
如
く
南
部
家
関
係
の
晴
儀
の
雅
会
と
い
う
性
格
で
一
貫
し
て
い
る
。
編
者

南
部
利
謹
の
序
に
い
う
「
和
歌
の
家
」
と
し
て
の
南
部
家
一
族
の
最
盛
期
の
、
綱
吉
の
「
聖
代
」
讃
美
の
意
を
こ
め
て
の
詠
作
活
動
の
盛

ら
れ
た
器
が
、
本
書
な
の
で
あ
っ
た
。
正
嫡
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
病
弱
の
た
め
そ
の
当
主
の
地
位
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

青
年
の
見
果
て
ぬ
夢
が
こ
う
し
た
害
を
編
ま
し
め
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
図
と
は
別
に
、
元
緑
期
の
関
東
雅
文
壇
の
典
型
的
な
催

し
の
記
録
が
、
ほ
ぼ
正
確
な
姿
の
ま
ま
に
後
代
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

注

（
１
）
柳
沢
吉
保
家
の
『
兼
当
和
歌
集
」
八
元
禄
十
三
ｌ
宝
永
二
Ｖ
（
内
閣
文
庫
本
）
な
ど
も
こ
れ
に
準
ず
る
性
格
を
持
つ
が
、
北
村
季
吟
ら
を
除
い

て
、
出
詠
者
の
大
半
が
柳
沢
家
内
に
限
ら
れ
る
の
で
一
応
省
い
て
お
く
。

（
２
）
後
に
剛
室
崇
寛
は
元
禄
十
年
三
月
十
九
日
に
二
百
八
十
一
代
の
、
雲
翌
元
云
は
正
徳
元
年
九
月
十
一
日
に
二
百
八
十
五
代
の
南
禅
寺
住
持
と
な

っ
て
い
る
。

（
３
）
隆
光
僧
正
日
記
元
禄
十
六
年
二
月
十
一
日
条
に
「
今
年
六
十
」
と
あ
る
の
に
従
う
。
同
日
記
「
故
実
帳
」
と
は
矛
盾
す
る
。

（
４
）
観
能
Ｉ
元
禄
六
年
十
月
二
十
二
日
、
七
年
十
一
月
二
十
五
日
、
八
年
正
月
九
日
、
連
歌
会
’
九
年
正
月
十
九
日
な
ど
。

（
５
）
元
禄
五
年
十
一
月
十
五
日
、
八
年
三
月
二
十
四
日
、
九
年
正
月
十
二
日
な
ど
。

（
６
）
以
下
私
撰
集
は
、
上
野
洋
三
氏
編
『
近
世
和
歌
撰
集
集
成
１
』
に
拠
る
。

（
７
）
小
高
敏
郎
氏
「
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』
参
照
。
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

（
ひ
）
（
へ
）

思
は
ず
も
深
山
の
お
く
の
す
ま
ゐ
し
て
、
く
も
ゐ
の
月
を
よ
そ
に
見
ん
は
か
た
じ
け
な
く
も
叶
え
さ
せ
給
ふ
。
盛
者
必
衰
況
世
の
な
ら

ひ
、
た
れ
か
こ
の
こ
と
は
り
に
も
れ
侍
ら
ん
。
や
つ
が
れ
和
か
の
家
に
生
れ
、
小
倉
山
に
心
を
よ
せ
、
須
磨
。
あ
か
し
の
く
ち
ず
さ
ゑ
は

あ
き
人
の
ょ
き
き
ぬ
ぎ
た
る
が
ご
と
し
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
身
に
す
ぎ
た
の
し
む
こ
Ｌ
ろ
は
、
は
ま
の
ま
さ
ご
に
し
て
、
こ
上
の
す
み
、

（
じ
）
（
ひ
）

か
し
こ
の
は
ち
よ
り
、
和
か
の
道
に
た
よ
り
あ
ら
ん
集
を
ひ
ろ
い
出
し
け
る
に
、
寄
仙
の
感
応
や
ま
し
ま
し
け
ん
、
あ
や
し
の
筥
の
そ
こ

（
ひ
）

（
ひ
）

よ
り
此
集
を
な
ん
ひ
ろ
い
け
る
。
筆
ぶ
り
文
字
も
さ
だ
か
に
わ
き
ま
へ
ね
ば
、
友
ど
ち
の
ち
か
ら
を
得
て
、
つ
ゐ
に
集
を
な
す
。
亦
よ
る

こ
ぱ
し
か
ら
ず
や
。
す
で
に
只
家
と
し
て
一
片
の
摸
な
き
こ
と
又
は
ぢ
ざ
ら
め
や
。
い
ま
此
集
を
家
に
蔵
す
こ
と
た
れ
か
落
穂
ひ
ろ
ふ
と

（
は
）

い
わ
ざ
ら
め
か
も
。

安
永
乙
未
年
二
月
丁
酉

落
穂
集
自
序

貞
享
落
穂
集
（
外
題
）

落
穂
集
源
鳳
扇
（
扉
裏
）

南
部
三
郎
源
朝
臣
利
謹
々
叙

|扇鳳’
（
朱
印
）
花
押
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①
貞
享
戊
辰
林
鐘
仲
九
各
聚
桜
田
舘
有
詩
歌
宴

家江
士都 詩

輩
歌
人

中
大
夫
源
重
信

権
僧
正
知
足
院
隆
光
羅
護
持

従
五
位
下
信
濃
守
行
信

南
部
右
近
源
通
信

程
志
水
宗
川

弘
文
院
学
士
林
慧
後
林
大
學

前
龍
山
金
地
院
崇
寛
罰
名
聴

従
五
位
下
遠
江
守
直
政

西
堂
福
源
元
令

輝
元
云
雲
里

村
笑
疑

根
城
安
節

小
田
持
朝
校
合

杉
田
正
熱
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

蝉
聲
送
暮
弘
文
院
學
士

１
群
動
収
聲
斜
日
天
南
薫
度
曲
答
吟
蝉
前
林
説
露
猶
客
約
惹
得
晩
凉
入
夜
絃

前
龍
山
崇
寛

２
麿
麿
凱
蝉
炎
日
長
槐
河
棗
葉
汝
封
彊
夕
陽
送
壼
豈
無
意
緩
爲
露
槍
模
夜
凉

従
五
位
下
源
直
政

３
備
轆
吟
蝉
樹
上
悲
使
知
齊
女
昔
憂
遣
聲
聲
泣
露
思
難
絶
邊
壼
残
陽
欲
去
暹

福
元
令

４
送
夕
蜻
姑
靭
自
娯
葉
間
白
露
抱
水
壺
悲
鳴
應
是
苦
炎
熱
日
影
瘻
時
聲
亦
灌

程
元
云

５
雨
後
林
瀞
風
景
幽
緑
槐
高
虚
晩
蝉
稠
葉
間
繁
響
蕊
無
壼
噺
迭
夕
陽
聲
未
休

村
笑
疑

６
形
微
翼
短
氣
還
長
槐
緑
葵
蓑
任
行
藏
懐
蕾
無
彊
齊
女
意
談
風
説
露
送
斜
陽

東
叡
山
僧

盛
岡
城
書
員

村
田
長
電
以
和

三
浦
可
春

中
野
新
左
衛
門
正
仲

到
岸

校
合

阿
部
立
順
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根
安
節

７
潰
耳
蝉
聲
天
欲
曉
凉
風
一
曲
答
南
薫
継
維
叫
落
夕
陽
影
飛
入
緑
槐
高
虚
雲

蝉
聲
迭
暮
従
四
位
下
源
重
信

８
陰
た
か
き
梢
の
蝉
の
声
そ
へ
て
く
れ
て
も
か
よ
ふ
杜
の
下
風

權
僧
正
隆
光

９
柴
の
戸
を
誰
か
は
と
は
ん
空
蝉
の
声
を
よ
す
か
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ

従
五
位
下
源
行
信

加
山
川
や
木
陰
暮
行
瀧
っ
瀬
に
き
上
こ
そ
わ
か
れ
蝉
の
声
ノ
ー

源
通
信

、
陰
た
か
き
杜
の
梢
に
ひ
ま
も
な
く
く
る
上
を
お
し
む
蝉
の
声
ｊ
、

程
宗
川

咽
け
ふ
も
又
己
か
羽
衣
を
り
は
へ
て
日
く
ら
し
に
鳴
蝉
の
声
ｊ
、

長
蓄
以
和

過
し
け
り
あ
ふ
楢
の
廣
葉
の
木
か
く
れ
に
夕
暮
ち
か
き
蝉
の
聲
ノ
、

可
春

Ｍ
暑
き
日
も
漸
く
れ
そ
め
て
露
の
ほ
る
梢
に
き
ほ
ふ
蝉
の
声
々

正
仲

賜
う
つ
る
日
も
茂
る
木
陰
は
夏
山
の
く
る
上
を
い
そ
ぐ
蝉
の
声
ノ
ー
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『落穂集」（南部家本）の翻刻と解題（松野）

別
暑
さ
を
も
い
さ
し
ら
波
の
立
よ
す
る
此
き
し
陰
の
夕
暮
の
そ
ら

水
邊
納
涼
林
學
士

焔
閑
向
寒
流
漱
晩
汀
煩
敵
頓
散
覺
猩
猩
人
間
澪
暑
酔
如
酒
水
國
風
清
我
濁
醒

程
崇
寛

Ⅳ
夏
日
納
涼
心
若
秋
避
炎
只
作
水
邊
遊
不
須
混
許
詩
千
首
一
路
渓
山
一
掬
流

源
直
政

肥
何
待
秋
凉
入
座
邊
清
流
避
暑
枕
晴
漣
炎
塵
不
到
境
佳
虚
使
覺
人
間
別
有
天

令
西
堂

田
池
上
相
仮
好
納
凉
欲
掛
清
冷
洗
中
膓
風
潴
巧
織
水
紋
箪
澪
暑
自
除
磐
石
床

云
要

別
水
邊
忘
暑
暫
倫
祥
爽
氣
満
襟
吟
意
長
底
事
浮
生
苦
炎
熱
人
間
此
虚
即
清
凉

村
実
疑

虹
既
過
花
柳
傍
前
川
水
引
南
薫
畳
冷
漣
宋
相
凌
敲
何
必
見
清
涼
飽
納
淺
流
邊

根
安
節

躯
一
道
清
波
水
脈
亭
風
荷
香
動
暗
通
聲
凉
成
徹
骨
忘
煩
熱
間
起
枕
流
孫
子
荊

水
邊
納
凉
源
重
信

別
た
つ
ね
は
や
し
水
な
か
る
上
水
上
に
夏
な
き
里
の
も
し
も
有
や
と

隆
光
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胡
風
吹
庭
上
響
松
時
蕊
好
歎
聲
來
不
期
入
秦
南
薫
長
解
協
虞
詔
一
曲
萬
年
枝

源
直
政

銘
鯵
麓
蒼
宮
今
古
貞
喬
姿
不
改
萬
春
榮
風
中
自
有
歎
色
在
一
曲
瑠
琴
日
夜
清

源
行
信

路
鰍
お
ふ
る
清
き
な
か
れ
に
立
よ
れ
は
夏
を
わ
す
る
上
山
の
下
水

源
通
信

邪
落
瀧
つ
瀧
の
し
ら
糸
む
す
ふ
手
に
暑
さ
わ
す
る
入
山
川
の
水

宗
川

即
絶
す
行
音
に
凉
し
き
夏
と
た
に
い
は
て
し
の
ふ
の
山
の
下
水

以
和

朋
瀬
を
は
や
ゑ
な
か
る
上
水
の
音
た
て
上
あ
た
り
凉
し
く
よ
す
る
川
波

可
春

朗
せ
き
い
れ
し
流
も
あ
か
す
い
か
は
か
り
凉
し
か
る
ら
ん
水
の
水
上

正
仲

釦
道
の
邊
に
岩
も
る
水
の
凉
し
き
を
見
て
行
過
る
人
は
あ
ら
し
な

松
有
歎
聲
林
學
士

釦
満
林
壽
色
覗
天
生
乢
角
龍
篝
枝
葉
榮
誇
説
韓
峨
歌
一
曲
清
風
十
里
報
歓
聲

崇
寛
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

令
西
堂

弘
非
竹
非
絲
更
和
難
風
松
高
調
萬
年
歓
知
音
唯
有
蓬
莱
鶴
古
曲
共
椙
聲
不
乾

云
里

弱
乢
枝
龍
幹
韓
縦
横
時
蕊
靜
靜
清
詔
生
風
本
無
心
松
亦
爾
偶
然
只
作
合
歓
聲

村
笑
疑

胡
素
髄
蒼
篝
四
廊
榮
風
箏
琴
琴
和
人
清
幸
看
隻
鶴
舞
枝
上
松
樹
重
歎
萬
歳
聲

根
安
節

師
喬
松
落
落
勢
盤
粁
庭
院
日
長
新
葉
敷
萬
歳
聲
高
風
渡
曲
清
陰
献
壽
認
嵩
呼

松
有
歓
聲
源
重
信

銘
こ
の
時
と
治
り
な
ひ
く
国
民
の
た
の
し
む
声
や
千
世
の
松
風

澤
隆
光

釣
君
か
代
や
千
世
も
へ
ぬ
ら
ん
松
か
え
の
そ
よ
め
く
風
の
声
は
し
る
し
も

源
行
信

仙
世
と
共
に
か
は
ら
ぬ
色
の
ま
つ
か
え
に
千
と
せ
を
つ
く
る
風
の
音
か
な

源
通
信

虹
末
遠
く
な
ら
さ
ぬ
風
の
色
に
出
て
松
の
ゑ
と
り
や
千
世
を
へ
ぬ
ら
ん

宗
川

蛇
幾
千
と
せ
栄
る
宿
に
な
ら
す
ら
ん
治
る
御
代
の
ま
つ
風
の
声
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以
和

鳴
こ
と
の
葉
の
つ
き
ぬ
緑
を
あ
り
数
に
万
代
ょ
は
ふ
松
の
下
か
せ

可
春

“
ふ
り
は
へ
て
と
ふ
言
の
葉
も
散
う
せ
ぬ
松
に
や
き
か
ん
万
代
の
声

正
仲

妬
う
こ
き
な
き
岩
根
の
松
に
吹
風
も
御
代
は
千
年
と
声
ょ
は
ふ
也

夏
菊
林
學
士

囎
枝
枝
凉
氣
暑
塵
空
金
蘂
先
秋
日
露
叢
清
節
風
高
花
隠
逸
喚
成
商
嶺
夏
黄
公

蛆
偏
愛
黄
花
朶
朶
幽
炎
天
時
節
好
風
流
南
薫
香
起
東
雛
下
探
請
陶
家
三
径
秋

西
堂

⑲
金
蘂
先
秋
秀
色
鮮
夏
陰
故
愛
竹
簾
邊
炎
天
宜
抄
菊
花
水
南
部
南
陽
易
地
然

雲
実

印
一
枝
黄
菊
發
炎
天
又
引
薫
風
色
尚
鮮
我
亦
淵
明
高
臥
意
清
香
入
夢
北
窟
前

村
実
疑

別
夏
雛
黄
蘂
奪
秋
光
雛
未
傲
霜
堪
暑
陽
料
識
北
窟
高
臥
意
凉
風
迭
虚
菊
花
芳

崇
寛

卿
雛
菊
夏
開
凉
意
新
吹
香
含
露
絶
炎
塵
愛
花
幸
得
北
聰
樂
却
勝
義
皇
上
世
人

直
政
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

②
元
緑
二
巳
已
九
月
晦
日
會

秋
日
詠
三
首
和
歌
當
座

菊
久
盛

別
白
菊
の
咲
る
笛
は
夏
の
夜
の
お
き
ま
と
は
せ
る
霜
か
と
そ
見
る

宗
川

弱
夏
草
の
笛
か
も
と
に
心
と
く
誰
う
へ
置
て
咲
る
し
ら
菊

以
和

弱
あ
か
す
見
ん
夏
の
笛
に
色
は
へ
て
さ
ゆ
り
に
交
る
し
ら
菊
の
花

可
春

闘
夏
草
の
中
に
ま
か
は
い
色
香
か
な
秋
よ
り
先
の
し
ら
菊
の
花

正
仲

弱
村
雨
の
露
も
凉
し
き
夏
草
の
中
に
花
さ
く
庭
の
し
ら
き
く

闘
秋
き
い
と
お
と
る
か
い
や
は
白
菊
の
花
の
笛
の
夏
の
夕
露

源
重
信

馳
霜
に
さ
へ
し
ほ
ま
い
色
の
猶
更
に
夏
の
ま
か
き
の
菊
の
朝
露

源
行
信

行
信

隆
光
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１
う
つ
る
は
い
花
の
ざ
か
り
は
幾
秋
も
齢
久
し
き
庭
の
白
菊

知
足
院
僧
正

２
色
々
の
花
に
お
く
れ
て
咲
つ
上
く
菊
の
に
ほ
ひ
は
む
へ
も
久
し
き

志
水
宗
川

３
幾
千
世
の
秋
の
さ
か
り
を
こ
の
こ
ろ
の
笛
の
菊
に
見
る
も
か
し
こ
し

村
田
長
電

４
月
影
の
残
と
見
し
は
し
ら
き
く
の
盛
り
久
し
き
明
か
た
の
色

惟
子
政
包

５
花
さ
か
り
い
つ
ま
て
か
見
ん
お
く
霜
に
猶
し
ら
菊
の
匂
ふ
明
ほ
の

中
野
正
仲

６
夜
こ
ろ
へ
て
霜
は
お
け
と
も
色
こ
と
に
盛
久
し
ぎ
白
菊
の
花

日
戸
貞
矩

７
露
霜
に
色
も
か
は
ら
て
秋
こ
と
に
盛
久
し
き
宿
の
し
ら
き
く

菊
久
盛
遠
江
守
直
政

８
三
浬
秋
深
霜
後
鮮
菊
花
修
約
一
雛
邊
田
園
歸
去
樂
天
虚
佳
色
爲
吾
伴
永
年

弘
文
院
林
學
士

９
何
問
尋
常
衆
卉
萎
東
雛
長
見
傲
霜
枝
秋
客
引
歳
重
陽
後
晩
節
風
高
香
未
衰

下
村
笑
疑
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

Ｍ
い
つ
は
あ
れ
と
わ
き
て
日
の
指
夕
暮
は
い
と
上
色
添
庭
の
紅
葉
坐

宗
川

焔
山
姫
も
分
て
心
に
そ
め
ぬ
ら
し
卿
の
紅
葉
色
の
こ
る
な
り

政
包

陥
薄
霧
の
晴
行
庭
の
朝
日
影
移
ふ
露
に
そ
む
る
紅
葉
上

貞
矩

Ⅳ
折
し
も
あ
れ
そ
め
し
梢
は
庭
も
せ
に
錦
を
さ
ら
す
色
か
と
そ
見
る

正
仲

肥
晴
曇
り
ま
な
く
し
く
る
上
朝
夕
に
庭
の
紅
葉
そ
ふ
か
く
成
行

咽
に
し
き
か
と
ま
か
ふ
紅
葉
は
さ
ら
に
又
吹
も
ち
ら
さ
し
庭
の
朝
風

蛆
隠
逸
還
成
富
貴
生
金
銭
白
玉
九
秋
盈
清
香
濁
秀
百
花
後
難
落
傲
霜
表
人
榮

金
地
院
仲
西
堂

ｕ
令
來
節
去
這
雛
邊
朶
朶
傲
霜
佳
色
鮮
昔
日
南
陽
浮
水
後
此
花
祀
延
幾
千
年

根
城
安
節

蚫
占
断
陶
家
秋
色
奇
黄
黄
白
白
雨
相
宜
芳
盟
不
鍵
風
霜
後
長
擁
東
離
放
數
枝

庭
紅
葉

庭
紅
葉

直
政

僧
正

行
信
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妬
ゆ
た
か
に
も
は
ね
打
か
は
す
友
霜
の
声
に
ひ
か
れ
て
千
世
も
へ
ぬ
へ
し

宗
川

朋
か
き
り
な
き
濱
の
真
砂
は
ゐ
る
鶴
の
あ
か
ぬ
齢
は
あ
り
数
に
し
て

長
電

〃
千
年
へ
ん
例
も
し
る
し
此
宿
の
松
に
な
れ
行
友
霞
の
声

（
政
包
力
）

〔
作
者
名
欠
〕

別
治
れ
る
代
は
久
堅
の
雲
井
ま
て
ひ
上
き
合
た
る
霞
の
諸
声

蛆
密
林
掩
映
半
庭
中
中
有
群
株
葉
葉
供
西
窟
昨
夜
霜
風
起
滿
地
嚥
脂
染
錦
紅

林
學
士

別
纐
纈
林
寒
紅
萬
重
約
風
沐
露
待
玄
冬
孔
庭
嘗
有
鯉
趨
過
葉
葉
經
霜
忽
化
龍

仲
西
堂

飢
雨
霜
金
葉
一
庭
中
染
不
成
乾
猩
血
紅
更
有
青
松
爲
潤
色
半
醒
半
酔
與
難
窮

笑
疑

躯
玉
露
凋
残
秋
葉
紅
捲
簾
坐
愛
化
工
濃
想
看
朱
氏
榮
歸
日
書
錦
成
章
庭
樹
楓

安
節

朗
楓
林
織
錦
擁
摘
東
落
壼
衆
芳
與
不
空
萬
里
呉
江
莫
言
遠
秋
霜
染
得
滿
庭
紅

寄
鶴
祝
行
信僧

正
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

躯
千
年
と
も
か
ぎ
ら
ぬ
御
代
に
す
む
池
の
汀
の
露
の
声
も
長
閑
き

正
仲

羽
豊
な
る
四
方
に
し
ら
れ
て
久
か
た
の
雲
井
の
鰯
の
萬
代
の
声

貞
矩

釦
治
れ
る
時
を
し
り
て
や
鳴
編
の
豊
な
る
代
の
声
き
こ
ゆ
な
り

趾
往
昔
華
亭
傳
令
名
又
随
君
復
寄
閑
情
縞
衣
鳴
舞
長
松
上
三
祝
風
高
萬
歳
聲

林
學
士

銘
求
類
將
雛
喜
氣
存
玄
裳
整
頓
縞
衣
馴
藍
田
生
玉
得
佳
瑞
日
下
鳴
飛
欲
負
喧

仲
西
堂

銘
曾
在
他
郷
馴
寄
思
屋
頭
鶴
嗅
總
相
宜
這
般
永
祝
老
松
上
十
里
風
色
也
太
奇

笑
疑

剥
九
皐
聲
響
動
歎
聡
蒻
露
舞
風
飛
下
庭
霊
鶴
從
來
君
子
化
太
平
有
象
徳
惟
馨

終

⑥
元
禄
已
巳
孟
冬
初
五
各
會
知
足
院
詩
歌
醗
唾

時
雨
信
濃
守
行
信

１
心
な
く
す
む
山
里
に
音
立
て
時
を
た
か
は
い
む
ら
時
雨
哉

寄
鶴
祝

直
政
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僧
正
隆
光

２
－
通
り
時
雨
し
跡
を
な
か
む
れ
は
柴
の
あ
み
戸
の
露
の
玉
た
れ

宗
川

３
神
な
月
時
を
た
か
へ
ぬ
村
時
雨
定
め
な
し
と
は
誰
名
付
け
ん

以
和

４
夕
し
く
れ
ふ
る
か
と
見
れ
は
程
も
な
く
日
影
残
り
て
山
風
そ
ふ
く

政
包

５
い
か
は
か
り
け
ふ
は
山
路
の
し
く
る
ら
ん
は
る
上
と
も
な
く
雲
そ
う
き
立

正
仲

６
山
風
に
猶
さ
そ
は
れ
て
う
き
雲
の
棚
引
里
は
村
時
雨
し
て

貞
矩

７
村
上
に
た
な
ひ
く
雲
の
ま
ぎ
れ
よ
り
頓
て
時
雨
の
め
く
る
山
端

時
雨
弘
文
院
林
學
士

８
寒
叢
鮎
鮎
露
華
浮
一
雨
有
時
猶
未
収
詞
筆
先
尋
大
蘇
喜
歌
林
長
間
小
倉
遊

遠
江
守
南
浩
然

９
逐
風
鮎
水
箇
還
賓
凍
雨
楯
前
琴
韻
輕
索
索
請
請
驚
夢
後
一
簾
寒
景
暮
山
清

西
堂
元
仲

蛆
薄
暮
雲
頭
粘
地
時
請
然
一
雨
入
簾
帷
千
山
萬
水
忽
晴
後
錦
上
鋪
花
色
正
奇
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『落穂集」（南部家本）の翻刻と解題（松野）

焔
は
ら
は
ぬ
は
お
し
む
心
や
ふ
か
入
ら
ん
庭
の
落
葉
の
色
そ
妙
な
る

宗
川

Ⅲ
お
し
と
お
も
ふ
心
の
色
の
一
し
ほ
を
そ
へ
て
ち
り
ゆ
く
木
入
の
紅
葉
上

以
和

阻
朝
ほ
ら
け
真
砂
地
し
ろ
き
霜
の
上
に
又
色
そ
へ
て
ち
る
紅
葉
哉

政
包

陥
松
風
の
己
か
梢
は
つ
れ
な
く
て
庭
の
紅
葉
を
何
さ
そ
ふ
ら
ん

正
仲

Ⅳ
立
な
ら
ふ
庭
の
も
み
ち
の
ち
り
ゆ
く
に
み
さ
ほ
そ
見
ゆ
る
松
の
一
し
ほ

貞
矩

肥
ふ
ゑ
分
る
山
の
下
道
埋
れ
て
幾
重
か
さ
な
る
落
葉
な
る
ら
ん

林
學
士

岨
初
怪
朔
風
吹
雨
輕
熟
知
樹
樹
著
寒
鑿
黄
族
委
地
埋
人
迩
恰
似
金
椒
山
上
行

氾
立
な
ら
ふ
峯
の
紅
葉
の
ち
る
比
は
空
に
し
ら
れ
ぬ
風
も
見
え
け
り

笑
疑

ｕ
罪
罪
滴
滴
帯
雲
來
十
月
群
梢
潤
色
催
擬
見
聖
教
時
雨
化
染
成
紅
錦
緑
顔
回

落
葉

隆
光

行
信
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別
神
無
月
嵐
の
さ
そ
ふ
紅
葉
上
は
外
面
に
さ
ら
す
錦
な
り
け
り

元
沖

別
萬
里
景
光
忽
弄
晴
風
翻
紅
葉
異
常
情
斯
時
却
恐
使
吹
落
聴
始
奇
哉
今
夜
聲

笑
疑

飽
濁
顧
寒
庭
萬
感
遷
衆
梢
衰
落
絶
芳
娚
非
風
非
雨
自
鮮
朶
輕
葉
於
人
何
問
天

羽
あ
か
す
見
ん
行
末
か
け
て
松
の
雪
枝
を
な
ら
さ
ぬ
御
代
の
た
め
し
は

隆
光

別
雪
を
し
も
い
と
は
い
中
の
ま
し
は
り
に
幾
度
ノ
ー
か
め
く
る
さ
か
つ
ぎ

宗
川

妬
お
さ
ま
れ
る
御
代
の
め
ぐ
み
の
空
と
て
や
冬
立
今
も
風
の
音
せ
ぬ

以
和

恥
国
や
す
く
民
も
ゆ
た
げ
き
冬
こ
も
り
千
年
の
春
の
ね
さ
し
ふ
く
み
て

政
包

”
亀
の
す
む
池
の
汀
に
冬
た
け
て
こ
ほ
ら
ぬ
波
や
萬
代
の
声

正
仲

朋
植
お
き
し
軒
端
の
竹
の
冬
こ
も
り
千
世
も
か
わ
ら
ぬ
色
は
見
え
け
り

冬
祝

直
政

行
信
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

２
か
は
ら
し
な
陰
は
ゑ
と
り
に
幾
年
も
齢
を
ち
ぎ
る
菌
の
呉
竹

林
學
士

１
す
な
ほ
な
る
竹
を
ま
な
ひ
の
窓
の
内
に
う
ら
や
ま
し
く
も
幾
世
へ
ぬ
ら
ん

㈱
元
緑
二
己
巳
十
月
廿
七
日
金
地
院
仲
西
堂
會

貞
矩

別
萬
代
の
春
に
さ
か
へ
ん
こ
の
宿
の
冬
の
け
し
ぎ
は
猶
し
つ
か
な
る

冬
祀
林
學
士

釦
瑞
寵
融
融
冬
似
春
太
平
有
象
萬
群
藻
寒
光
分
恵
黄
綿
襖
衣
被
九
州
四
海
民

南
浩
然

剖
親
朋
修
約
雅
盟
芳
情
伴
寒
梅
稻
兇
耽
十
月
謂
霜
風
物
穏
覗
延
萬
壽
更
無
彊

元
沖

塊
青
松
高
聲
築
波
阜
濁
立
亭
亭
出
世
間
祝
得
歳
寒
長
富
景
冬
山
如
睡
賞
心
閑

笑
疑

銘
滿
目
冬
天
喜
氣
新
寒
梅
捧
玉
雪
敷
錦
温
衣
飽
食
豊
年
日
鼓
腹
待
春
堯
舜
民

終竹
契
暹
年

行
信

隆
光
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３
雨
洗
風
廻
枝
葉
識
千
年
翠
色
四
時
存
清
陰
約
壽
霜
根
老
湘
渭
檀
藥
長
子
孫

南
浩
然

４
老
根
脩
竹
約
長
生
含
露
帯
風
朶
朶
清
霜
後
猶
餘
君
子
操
翠
溶
不
改
萬
年
情

元
沖

５
寒
庭
脩
竹
設
肩
筵
礒
酒
襟
懐
詞
錦
鮮
昔
日
群
賢
有
命
日
同
工
異
曲
祀
延
年

村
笑
疑

６
漠
竹
移
裁
愛
直
心
風
硫
雨
洗
四
時
深
繁
榮
修
約
瑛
汗
色
潤
屋
翠
雲
千
歳
陰

宗
川

７
植
そ
め
て
ね
ざ
し
も
ふ
か
く
ち
ぎ
る
哉
千
代
を
こ
め
た
る
薗
の
く
れ
竹

可
春

８
葉
か
へ
せ
ぬ
陰
に
か
く
れ
ん
宿
の
竹
一
ょ
二
ょ
に
千
代
を
か
そ
へ
て

政
包

９
植
お
き
し
窓
の
あ
る
し
の
ふ
へ
き
代
を
千
尋
の
竹
や
色
に
見
す
ら
ん

正
仲

岨
世
と
と
も
に
栄
久
し
く
契
そ
ょ
薗
生
の
竹
の
承
さ
ほ
な
る
色

貞
矩

Ⅱ
み
さ
ほ
成
色
に
千
年
を
あ
ら
は
し
て
し
け
る
も
久
し
軒
の
く
れ
竹

竹
契
邇
年
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

追
い
つ
ち
ル
マ
も
い
ざ
白
妙
の
雪
の
中
に
友
よ
ふ
か
り
の
声
か
す
か
な
り

賂
け
ふ
も
又
心
し
つ
け
ぎ
夕
暮
の
か
ね
こ
そ
友
よ
き
こ
え
き
に
け
り

湖
上
冬
月

林
學
士

Ⅳ
一
道
北
風
雲
霧
収
晴
湖
送
影
玉
輪
浮
寒
光
徹
底
洞
庭
白
八
百
里
波
凝
不
流

妬
風
さ
む
く
ま
な
く
や
野
辺
に
か
よ
ふ
ら
し
草
む
ら
こ
と
の
霜
に
か
れ
行

Ⅲ
陰
し
け
ぎ
山
辺
は
い
つ
か
く
れ
そ
め
て
木
こ
り
の
袖
や
道
い
そ
ぐ
ら
む

白
水

胆
世
上
か
け
て
色
も
か
は
ら
ぬ
く
れ
竹
の
千
尋
の
か
け
は
猶
ゆ
た
か
な
る

別
精
舎
冬
寒
雪
漸
堆
滿
林
一
夜
六
花
開
梁
園
望
入
僧
房
去
新
鍾
蕾
棲
化
玉
臺

肥
休
道
霜
橋
人
迩
連
何
論
残
月
曙
光
鮮
一
鞭
逐
影
藍
關
遠
千
里
風
雲
馬
不
前

濾
火
似
春
南
浩
然

灼
更
見
炭
麟
濾
底
紅
葛
仙
遣
術
一
亭
中
人
間
未
識
寒
威
競
和
氣
回
春
坐
暖
風

寒
草
所
所
行
信

樵
路
日
暮

閑
中
聞
鐘

雪
中
残
雁

古
寺
初
雪

關
路
朝
雪

隆
光

同 同 同同
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旅
中
寒
風
元
沖

創
忽
隔
天
涯
萬
里
程
柳
邊
寄
錫
繋
愁
情
晩
來
閑
却
寒
風
底
騨
路
残
楓
徒
錦
榮

雪
埋
苔
径
同

蛇
瑞
雪
葬
葬
冬
景
加
山
川
塵
外
玉
無
暇
朝
來
一
任
埋
苔
裡
瓊
樹
珸
林
頃
刻
花

寒
樹
交
松
村
笑
疑

鴎
寒
樹
後
凋
堆
一
峯
勁
枝
長
盛
秀
三
冬
睡
山
令
却
似
含
笑
彩
葉
代
花
交
緑
松

眺
望
山
雪
同

別
千
里
不
遮
冬
景
鮮
滿
聰
山
色
極
晴
枅
雲
間
積
白
士
峯
雪
高
引
吟
望
東
海
天

氷
留
水
聲
宗
川

筋
澗
せ
は
み
な
か
れ
に
そ
ひ
て
こ
ほ
る
ら
し
石
ま
の
水
の
音
そ
す
く
な
き

月
照
網
代
同

恥
夜
も
す
か
ら
網
代
の
床
や
照
す
ら
ん
ひ
を
ま
つ
波
に
月
は
や
と
り
て

・
山
家
夜
雪
可
春

〃
し
き
忍
ふ
都
を
よ
そ
に
山
ふ
か
く
捨
し
夜
比
の
霜
の
さ
む
し
ろ

田
家
見
鶴
同

朋
隔
な
く
け
に
き
こ
ゆ
な
る
し
つ
か
門
田
に
な
る
入
と
も
霞
（
貼
紙
纐
孝
鐸
誕
御
塗
る
文
字
不
足
。
本

水
鳥
馴
舟
政
包

羽
蜑
の
子
の
あ
し
わ
け
舟
に
芦
鴨
の
な
れ
て
や
か
よ
ふ
お
な
し
入
江
に
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

讓
音
破
夢
同

訓
音
た
て
上
荻
の
か
れ
葉
の
小
夜
風
に
又
夢
さ
め
す
あ
ら
れ
ふ
る
な
り

連
日
鷹
狩
正
仲

証
は
し
鷹
の
鳥
立
の
草
の
跡
と
め
て
此
こ
ろ
分
野
邊
の
朝
霜

漁
舟
連
波
同

犯
夜
を
こ
め
て
釣
の
小
舟
や
う
か
ふ
ら
ん
波
に
た
ゆ
た
ふ
い
さ
り
火
の
影

野
亭
人
稀
貞
矩

弱
行
か
へ
る
人
し
な
け
れ
は
草
の
戸
に
道
こ
そ
見
ゆ
れ
野
辺
の
遠
近

濱
邊
寒
盧
同

剖
白
波
の
音
さ
へ
寒
き
む
ら
芦
の
か
れ
葉
の
末
に
か
よ
ふ
濱
風

終

１
風
絶
て
晴
行
空
の
更
る
夜
は
霜
の
色
そ
ふ
冬
の
月
影

海
邊
雪
以
和

２
風
さ
そ
ふ
波
よ
り
上
の
花
と
見
ん
雪
そ
散
か
ふ
松
か
う
ら
嶋

行
路
雪
道
定

⑤
元
緑
二
己
巳
十
二
月
十
三
日
遠
江
守
會

寒
月

行
信
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３
行
末
を
お
も
ふ
も
寒
し
旅
の
空
と
ま
り
さ
た
め
い
雪
の
山
路
は

寄
鳥
感
宗
川

４
別
れ
路
は
人
の
心
に
有
も
の
を
何
し
か
烏
の
音
に
か
こ
つ
ら
ん

寄
書
懲
政
包

５
見
る
に
猶
絶
ぬ
む
か
し
そ
お
も
は
る
入
契
り
置
て
し
水
く
ぎ
の
跡

浦
松
正
仲

６
色
か
へ
ぬ
ゑ
と
り
に
馴
て
ゐ
る
鶴
の
老
せ
ぬ
声
も
わ
か
の
浦
松

里
竹
貞
矩

７
植
し
よ
り
根
さ
し
も
ざ
そ
な
深
か
ら
ん
里
の
め
く
り
に
茂
る
く
れ
竹

庭
上
雪
南
浩
然

８
沙
漠
雲
寒
樛
玉
塵
斜
斜
整
整
又
續
續
滿
庭
風
色
一
般
別
頃
刻
花
開
樹
樹
春

雪
中
春
仲
西
堂

９
雪
苦
霜
辛
曾
不
妨
寒
梅
含
笑
忽
呈
祥
千
林
縦
謄
玉
花
色
輸
却
窟
前
一
朶
香

年
内
梅
村
実
疑

加
麗
色
住
香
只
有
梅
寒
庭
佛
雪
日
俳
個
幸
遼
年
内
立
春
候
冷
葉
疎
花
昨
夜
聞

Ⅱ
治
れ
る
し
る
し
も
見
え
て
道
ひ
ろ
く
関
の
戸
さ
上
ぬ
御
世
の
ゆ
た
け
さ

宗
川

寄
世
祠

行
信
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

皿
國
や
す
く
治
る
御
代
の
た
め
し
と
て
ゆ
た
か
に
年
の
行
め
く
り
ぬ
る

以
和

過
諸
人
も
猶
祈
る
な
り
と
こ
と
は
に
ゑ
ち
の
ゑ
ち
た
る
御
代
と
あ
ふ
き
て

道
定

Ｍ
つ
ぎ
せ
し
な
恵
も
深
き
君
か
代
の
か
は
ら
ぬ
色
を
松
や
し
る
ら
ん

政
包

焔
時
し
有
て
聖
の
出
し
い
に
し
へ
を
さ
ら
に
そ
お
も
ふ
御
代
の
ゆ
た
け
さ

正
仲

焔
ゆ
く
末
の
か
き
り
も
し
ら
す
久
堅
の
日
影
に
た
く
ふ
御
代
の
ゆ
た
け
さ

貞
矩

Ⅳ
關
の
戸
も
名
の
玖
斗
に
行
か
よ
ふ
道
あ
る
御
代
は
か
ぎ
り
知
ら
れ
て

南
浩
然

肥
十
雨
五
風
静
四
夷
太
平
氣
象
感
情
時
歌
詞
高
會
興
最
好
撃
壌
先
吟
雅
頌
詩

仲
西
堂

姐
徳
色
道
光
滿
大
千
野
人
懐
恵
武
陵
邊
即
今
準
擬
唐
天
下
萬
國
中
和
幾
祝
延

笑
疑

別
道
學
薦
人
薄
俗
醇
禮
義
行
世
古
風
新
覗
看
忠
質
文
華
徳
四
海
旋
流
三
代
辰

終
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７
漠
漠
暑
雲
初
雲
時
雨
餘
新
月
最
清
奇
萬
林
分
影
滿
枝
露
一
片
光
成
千
片
姿

宗
川

８
－
通
り
村
雨
過
る
山
端
に
凉
し
く
む
か
ふ
夏
の
夜
の
月

笑
疑

６
夏
の
夜
の
風
よ
り
つ
上
く
凉
し
さ
に
雨
も
晴
行
空
の
月
影

５
乃
是
仙
家
避
暑
臺
雨
晴
庭
際
月
奇
哉
祗
將
妓
舷
草
頭
露
移
得
廣
寒
宮
戸
來

４
む
ら
雨
の
過
る
軒
端
の
露
に
又
ひ
か
り
を
そ
ふ
る
夏
の
夜
の
月

鱸
雪

㈹
元
除
三
庚
午
年
六
月
二
日
櫻
田
館
會

雨
後
夏
月

隆
光
知
足
院

１
は
る
ノ
ー
と
晴
行
空
の
村
雨
に
凉
し
さ
そ
ふ
る
夏
の
夜
の
月

網
元
毛
利
甲
斐
守

２
雨
は
る
入
名
残
の
露
の
玉
さ
上
に
ひ
か
り
待
と
る
月
の
す
上
し
さ

林
學
士

３
南
凱
吹
晴
新
月
孤
四
措
餘
滴
有
如
無
梅
霧
収
需
洗
紅
暑
雲
掛
招
凉
一
穎
珠

直
政

行
信

重
信
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

９
一
雨
晴
來
洗
暑
挨
薫
風
幸
喜
入
南
臺
月
輪
轆
出
夕
林
外
露
葉
含
光
萬
玉
堆

長
堅
山
田
太
右
衛
門

蛆
雨
雲
の
立
居
る
ほ
と
も
か
き
り
有
て
晴
行
月
の
空
に
凉
し
き

以
和

Ⅱ
端
居
し
て
む
か
ふ
も
凉
し
夕
立
の
雲
を
は
な
れ
て
出
る
月
か
け

正
仲

岨
凉
し
さ
の
露
を
残
し
て
雨
過
る
卿
に
清
き
夏
の
月
か
け

可
春

唱
あ
つ
き
日
も
凉
し
き
月
と
成
り
に
け
り
雨
一
通
り
過
る
雲
井
は

貞
矩

皿
立
ま
よ
ふ
雨
雲
は
る
入
梺
よ
り
凉
し
く
見
ゆ
る
山
の
端
の
月

連
峯
霞
林
學
士

喝
多
少
屠
顔
改
蕾
容
気
鼠
一
氣
影
衡
縦
朝
雲
讓
色
彩
霞
麗
粧
鮎
巫
山
十
二
峯

餘
寒
月

貞
矩

焔
寒
帰
る
空
に
嵐
の
音
添
て
霞
と
は
な
ぎ
春
の
夜
の
月

浦
歸
雁
以
和

Ⅳ
わ
か
れ
行
思
ひ
の
煙
り
立
そ
ふ
や
し
ほ
や
く
浦
の
あ
ま
つ
か
り
か
ね

山
家
花
正
仲
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邪
名
残
こ
そ
猶
お
し
ま
る
れ
時
烏
小
夜
更
か
た
の
雲
の
一
声

夕
納
凉
林
學
士

別
偶
乘
夕
暗
尋
水
涯
葛
衣
含
雪
照
凉
懐
池
蓮
香
度
晩
風
好
剰
見
南
山
雲
気
排

初
秋
衣
安
節

妬
苦
熱
時
移
爽
氣
清
滿
襟
凉
意
在
南
榮
礎
聲
休
爲
秋
風
促
残
暑
猶
堪
細
葛
輕

故
郷
露
長
堅

恥
ふ
る
里
の
そ
の
名
に
し
お
ふ
し
か
の
山
夕
こ
え
く
れ
は
袖
の
露
げ
き

別
漕
出
る
入
江
の
舟
は
む
ら
雨
の
雲
を
し
の
ぐ
か
ぎ
し
の
藤
波

暮
春
鶯
宗
川

躯
こ
と
の
葉
に
声
の
色
香
も
お
し
と
思
ふ
春
の
名
残
の
薗
の
鶯

夜
時
鳥
行
信

別
十
分
春
色
漸
將
歸
虚
虚
園
林
花
易
飛
白
雨
吹
來
紅
雨
創
詩
人
誤
欲
潟
吟
衣

岨
松
林
花
影
領
春
風
一
段
烟
霞
添
色
濃
造
化
要
君
自
然
巧
織
成
錦
繍
布
青
紅

肥
尋
く
る
人
目
ま
れ
な
る
山
里
は
軒
端
の
花
を
友
と
こ
そ
見
れ

岡
部
薄

江
上
藤

落
花
雨

松
間
花

重
信

隆
光

聡
雪

直
政
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

認
敷
島
の
道
は
有
り
と
も
浦
濱
に
む
れ
来
て
あ
か
ぬ
友
千
烏
哉

古
寺
雪
笑
疑

別
高
林
雲
遥
一
堂
生
路
細
人
稀
滕
六
盈
万
木
千
岩
平
白
雪
埋
残
古
寺
暮
鐘
聲

樵
路
雪
長
堅

調
帰
る
さ
の
山
路
も
わ
か
す
か
ぎ
た
れ
て
お
も
き
か
う
へ
の
雪
の
柴
人

塊
明
月
滿
窟
霜
滿
簾
葉
零
若
雨
滴
閑
槍
夜
深
暫
有
檬
聲
歓
恢
忽
風
來
晴
又
添

羽
月
射
清
波
枕
水
郷
欄
干
邊
影
帯
微
凉
人
間
亦
有
廣
寒
改
洗
出
桂
枝
一
鮎
光

舟
中
月

正
仲

刈
小
ふ
れ
こ
く
心
も
す
み
て
は
る
ノ
、
と
月
に
み
な
き
る
秋
の
う
ら
波

遠
礎
衣
貞
矩

鉦
絶
ノ
ー
に
聞
え
来
に
げ
り
よ
も
す
か
ら
い
つ
く
の
里
に
衣
打
ら
ん

暁
落
葉
蕊
雪

朋
明
わ
た
る
み
れ
の
霧
間
の
絶
ノ
く
、
に
つ
ば
さ
見
え
く
る
初
鳫
の
声

即
暮
て
行
秋
の
名
残
や
し
た
ふ
ら
ん
な
ら
ひ
の
岡
に
ま
ね
く
薄
は

名
所
松

濱
千
鳥

水
邊
月

峯
初
雁

重
信

綱
元

直
政

行
信

－197－



弱
千
年
と
は
猶
か
き
ら
し
な
万
代
も
か
は
ら
ぬ
色
や
わ
か
の
う
ら
松

山
家
烏
可
春
（
マ
マ
）

訂
山
里
は
友
と
頼
ん
あ
ら
ま
し
も
都
に
か
わ
る
烏
の
声
哉

山
家
夕
笑
疑

銘
元
是
無
媒
径
路
山
濁
娯
風
月
出
人
間
柴
門
不
厭
暮
天
寂
宿
烏
棲
猿
共
伴
閑

的
な
を
き
世
は
門
田
／
～
に
立
烟
り
末
も
賑
ふ
昔
し
ら
れ
て

藷
中
渡
以
和

側
草
枕
い
つ
ち
さ
た
め
て
結
は
ま
し
夕
こ
え
き
ぬ
る
佐
野
入
渡
り
に

庭
上
竹
安
節

似
渭
子
湘
孫
各
遠
篁
滿
庭
脩
竹
勝
尋
常
萬
竿
直
立
緑
如
束
要
見
清
陰
來
鳳
凰

夜
述
懐
可
春

蛇
文
も
見
す
ぐ
ら
ぎ
を
ま
上
の
心
に
て
何
の
た
め
な
る
窓
の
灯

鳴
陰
た
の
む
心
も
ふ
か
き
杉
村
に
行
交
た
え
ぬ
三
輪
の
神
垣

田
家
烟

終 肚
頭
祝

綱
元

隆
光
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

⑦
元
緑
五
壬
申
年
十
二
月
廿
二
日
江
戸
櫻
田
會

３
人
な
ゑ
の
年
の
暮
さ
へ
老
ぬ
れ
は
我
か
身
ひ
と
つ
に
お
し
ま
る
上
哉

２
豊
な
る
年
を
し
ら
せ
て
呉
竹
の
末
葉
の
雪
の
を
き
か
さ
ぬ
ら
ん

松
雪
重
信

１
を
し
な
へ
て
け
さ
は
老
木
の
雪
の
松
こ
や
十
か
へ
り
の
花
と
見
る
へ
ぎ

兼
題歳

暮
竹
雪

重
信
公

行
信
公
南
英

實
信
公

志
水
宗
川

岡
本
道
壽

村
田
長
電
以
和

三
浦
可
春

植
山
検
校
梅
枝

日
戸
仁
兵
衛
貞
矩

中
野
新
左
衛
門
正
仲
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９
見
る
ほ
と
そ
つ
も
り
も
あ
へ
ぬ
呉
竹
の
な
ひ
く
小
枝
に
雪
は
こ
ぼ
れ
て

蛆
夜
を
寒
永
を
き
出
て
見
れ
は
窓
ち
か
く
竹
の
葉
し
げ
り
ふ
れ
る
し
ら
雪

、
諸
人
も
猶
あ
ふ
く
ら
し
こ
の
殿
の
千
世
の
初
の
年
の
く
れ
と
て

岨
末
遠
き
千
年
も
さ
そ
な
暮
毎
の
け
ふ
の
祝
や
た
め
し
な
る
ら
む

松
雪
道
壽

過
雪
も
猶
千
年
ふ
る
へ
き
松
か
枝
に
ち
ぎ
り
有
て
や
つ
も
り
そ
ふ
ら
ん

（
マ
マ
）

６
い
つ
と
な
く
送
る
月
日
も
け
ふ
と
お
も
へ
は
お
し
む
年
の
暮
哉

松
雪
宗
川

７
十
か
へ
り
の
花
も
や
か
ね
て
に
ほ
ふ
ら
ん
木
高
き
松
に
雪
は
つ
も
り
て

８
年
寒
き
雪
の
中
に
も
陰
そ
へ
て
猶
あ
ら
は
る
上
庭
の
松
枝

５
寒
く
れ
し
夜
の
間
の
雪
に
お
れ
ふ
し
て
日
影
を
へ
た
つ
窓
の
呉
竹

松
雪
行
信

４
山
風
の
か
よ
ふ
軒
端
も
冬
く
れ
は
ひ
生
き
を
う
つ
む
松
の
し
ら
雪

竹
雪

竹
雪

竹
雪

歳
暮

歳
暮
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

焔
春
秋
に
な
れ
こ
し
空
の
名
残
と
て
お
も
へ
は
お
し
き
年
の
暮
か
な

松
雪
梅
枝

田
音
た
て
し
嵐
も
下
に
埋
れ
て
雪
し
つ
か
な
る
庭
の
松
か
枝

喝
こ
の
宿
に
く
れ
行
年
も
ゆ
た
か
な
る
御
代
の
恵
を
そ
へ
て
つ
む
ら
ん

松
雪
可
春

略
此
ま
入
に
け
た
て
も
見
は
や
常
盤
な
る
松
の
梢
を
（
以
下
欠
）

別
風
ふ
け
は
ゑ
と
り
を
見
せ
て
く
れ
竹
の
又
ふ
り
う
つ
む
そ
の
上
し
ら
雪

Ⅳ
見
せ
は
や
な
人
し
も
と
は
坐
一
ふ
し
は
あ
り
ふ
る
雪
の
庭
の
く
れ
竹

虹
も
の
毎
に
ま
ぎ
れ
ぬ
も
の
は
お
も
ひ
出
の
あ
る
身
も
年
の
暮
は
お
し
ま
る

松
雪
正
仲

躯
曙
の
花
か
と
そ
見
る
高
砂
の
松
の
梢
に
ふ
れ
る
し
ら
雪

皿
積
り
て
は
風
も
音
せ
ぬ
竹
の
葉
に
か
き
た
れ
て
ふ
る
雪
の
し
つ
け
き

竹
雪

歳
暮

竹
雪

歳
暮

歳
暮

竹
雪

－201－



邪
風
寒
し
夜
の
間
に
晴
る
け
さ
の
雪
か
さ
ね
て
な
ひ
く
菌
の
呉
竹

恥
は
れ
間
な
く
外
面
も
見
え
す
ふ
る
雪
に
猶
か
け
く
ら
ぎ
窓
の
く
れ
竹

型
春
秋
を
送
る
月
日
の
数
は
あ
れ
と
分
て
も
お
し
き
年
の
く
れ
か
な

松
雪
貞
矩

妬
ふ
り
埋
む
雪
の
下
よ
り
色
見
え
て
こ
と
木
に
か
は
る
松
の
む
ら
立

羽
聞
馴
し
葉
分
の
風
も
音
絶
へ
て
雪
に
う
つ
も
る
窓
の
く
れ
竹

〃
く
れ
て
行
な
ら
ひ
な
か
ら
も
関
し
あ
ら
は
し
は
し
と
ふ
め
ん
年
の
か
ょ
ひ
ち

松
雪
長
電

路
つ
も
れ
猶
豊
な
る
代
に
ふ
る
雪
は
老
木
の
松
の
花
と
見
る
ま
て

釦
身
に
つ
も
る
老
と
な
ら
す
は
年
毎
に
く
る
入
名
残
も
お
し
ま
さ
ら
ま
し

寄
國
祝
重
信

釦
も
ろ
こ
し
の
た
め
は
し
ら
す
神
代
よ
り
う
こ
か
い
国
の
道
そ
か
し
こ
き

通
題 歳

暮
歳
暮

竹
雪

竹
雪

歳
暮
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

鉛
民
さ
か
へ
め
ぐ
み
の
末
も
國
ひ
ろ
く
千
世
万
代
の
君
の
こ
と
ふ
き

近
懲
長
電

訂
人
め
せ
く
心
は
か
り
の
も
の
こ
し
に
も
の
い
ひ
か
は
す
事
そ
わ
り
な
き

弱
い
つ
ま
て
も
契
り
絶
せ
し
中
川
の
行
す
ゑ
か
け
て
あ
ふ
せ
と
お
も
へ
は

別
四
の
海
波
も
し
つ
か
に
あ
し
は
ら
の
国
民
す
ら
も
御
代
に
な
ひ
き
て

銘
あ
ふ
瀬
と
も
な
ら
さ
ら
め
や
は
貴
船
川
い
の
る
心
の
水
の
行
す
ゑ

肥
ま
つ
と
い
ふ
心
か
ら
に
や
な
か
ぎ
夜
も
は
や
更
ぬ
る
か
あ
か
つ
ぎ
の
か
ね

犯
す
な
ほ
な
る
心
ひ
と
つ
に
お
さ
ま
り
て
代
々
に
う
け
つ
生
国
そ
久
し
ぎ

見
懲
道
壽

胡
日
に
そ
へ
て
終
に
挟
も
く
ち
は
て
ん
見
そ
め
て
し
よ
り
か
上
る
な
ゑ
た
は

㈹
あ
ふ
く
そ
よ
猶
民
草
の
末
迄
も
君
か
御
國
の
ひ
ろ
き
め
く
み
に

逢
懲

寄
國
釈

寄
國
祇

寄
國
祇

待
懲

寄
國
釈

所
嶽

實
信

行
信
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聞
懲
梅
枝

似
と
ひ
よ
ら
は
き
上
も
と
か
め
ん
い
ひ
出
る
思
ふ
あ
た
り
の
人
の
こ
と
の
葉

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

蛆
治
れ
る
国
の
か
ひ
あ
る
声
な
れ
や
千
と
せ
を
ょ
ほ
ふ
霞
の
郡
は

契
懲
宗
川

⑲
う
き
事
は
身
に
積
る
と
も
た
へ
て
ま
し
も
と
の
ち
き
り
の
す
ゑ
も
と
を
ら
は

輔
恵
あ
れ
や
治
り
な
ひ
く
秋
津
洲
の
国
ゆ
た
か
な
る
御
代
の
民
草

遠
慰
可
春

卿
行
か
よ
ふ
道
は
千
里
も
何
な
ら
す
人
の
心
の
お
く
そ
し
ら
れ
ぬ

蛇
雨
雪
も
君
か
恵
に
ふ
り
そ
へ
て
猶
さ
か
へ
行
国
の
民
草

忍
嶽
貞
矩

鳴
行
末
は
袖
の
色
に
や
出
な
ま
し
つ
上
む
と
す
れ
と
あ
ま
る
な
み
た
に

“
治
れ
る
世
の
た
め
し
と
て
を
の
つ
か
ら
猶
栄
へ
行
国
の
久
し
き

久
懲
正
仲

幅
か
そ
へ
て
も
い
上
つ
く
さ
れ
ぬ
つ
ら
さ
哉
つ
も
る
う
ら
ゑ
の
中
の
年
月

寄
國
頑

寄
國
祀

寄
國
疵

寄
國
疵
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『落穂集』（南部家本）の翻刻と解題（松野）

帥
お
さ
め
し
る
心
の
道
の
お
く
な
れ
や
代
々
に
た
上
し
き
国
の
お
き
て
は

終 寄
國
祀
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